
●ll..
、l-l'.

・ 〇



l 株式?、'・社 国際''''''?'涌信基礎技術研本所? li;1、電:1i文1、,;1ili1l i-:1 ? :フ'i
Advanced Telecommunications Research Inst itute In ternat iona1(ATR)

< 表 紙 解 説 >
「未来の創造」

創 立 か ら 2 5 年 、  A T R の こ れ ま で の
樣々な研究活動と人や社会との繋がり、
ま た こ れ か ら の 更 な る グ ロ ー バ ル な 活
躍 と 未 来 へ の 貢 献 を 力 強 く 表 し ま し た 。
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一創立25周年を迎えで

株式会社 国際電気通信基礎技術研究所

取締役会長 熊 谷 信 昭

昭 和 6 1 年  (1986年) 3月に発足した国際電気通信基礎技術研究所はお蔭様で今年創立25周年を迎える

こ と が で き ま し た 。  関西経済連合会が中心となって設置された当研究所の設立準備研究会の座長を務めさ

せていただき、 設立発起人会や創立総会などにも参列した私が、 はからずもこのたびは会長として創立25

周 年 を 迎 え る こ と と な り 、 感 慨 ひ と し お の も の が ご ざ い ま す 。

当研究所がその設立にあたって期待されていたものは、 電気通信に関する先端的な基礎研究を国際的な

視 野 の も と に 推 進 す る と い う こ と で し た が 、  「一般の民間企業では行うことのできない基礎的な研究開発を

行う企業」 と い う ま こ と に 特 異 な 性 格 を もっ、 前例のない我が国初の研究開発会社としての運営にはひと

かたならぬ苦労があったことと思われます。 そのような研究所が、 四半世紀にわたってきわめて優れた成

果を挙げ続け、国内外から高く評価されてきたのは、発足以来今日までの多くの関係機関や官界・産業界・

学界の皆様方の暖かいご理解・ ご支援と歴代の役員はじめ社員の皆様方の並々ならぬご努力の賜であって、

そのご苦労とご功績に対し深く敬意と謝意を表する次第です。

創設以来、現在までに在籍した海外からの研究員は累計で56ヶ国から延べ2,016名にのぼり、研究員全

体に占める海外からの研究員の比率は平均22%を占め、 まさに世界に開かれた国際的な研究開発拠点とな

っています。 また、学術論文や学会等における発表件数は総数20,254件を数え、 このうち7 , 7 7 0件は国際

学会等海外において発表されたものです。 国内外の学会等から授与された学会賞やその他の受賞・表彰も

349件にのぼっています。

25年前の当研究所の創立総会において採択された設立趣意書には「我が国が今後ともその活力を維持し、

安定的発展を遂げていくためには、 技術革新の芽となる基礎的研究を充実し、創造性に富む基礎・先端技

術の開発力を強化することが最も必要である。 ま た 、  基礎的研究の充実は、 豊かになったわが国の国際的

責務でもある。 特に電気通信は高度情報社会の根幹を担うものであり、 その研究開発の成否が重要な鍵を

握つている。 このような状況に鑑み、電気通信分野における基礎的・先端的技術の一大研究開発拠点とし

て、 内外に開かれた研究所を設立する必要があると考え、 このたび民間出資により株式会社 国際電気通信

基礎技術研究所を設立しようとするものである。 当研究所は、 建設が進められている関西文化学術研究都

市の中核的施設となるものであると同時に、産・学・官の共同研究体制を確立し、知的資源の有効活用に

資するとともに、研究開発面における国際協力体制を強化することにも重要な役割を担い得るものと考え

る」 と述べられています。

この設立趣意書にこめられた志は現在までの25年間に立派に実現されてきたと思います。 時代の進展と

と も に 、  研究対象分野は発足当初の 「電気通信」 か ら 、  最新の脳情報通信や知能ロボットなどを含む幅広

い最先端の情報通信技術に関連する科学技術分野に拡張・発展してまいりましたが、 今後とも当研究所の

基本的な理念はこの設立趣意書にうたわれた趣旨と変わることなく、 時代の要請に適切に対応しながら国

際的な産・学・官の連携のもとに先駆的・独創的研究を推進し、優れた成果を挙げて広く社会・人類の幸

せ に 貢 献 す る と と も に 、  高度の専門的人材の育成にも寄与する世界的な研究開発拠点となることを目指し

て ま い り た い と 思 つ て い ま す 。

私共は今後も常に厳しい現状分析や必要な見直しなどを行い、 更なる研鑽努力を続けてまいる所存でご

ざいますので、 ご関係の皆様方におかれましても変わらぬご支援・ご鞭撻を賜りますよう心よりお願い申

し上げます。
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上ATR創立25周年を祝しで

総務副大臣

平 岡 秀 夫

この度、 株式会社国際電気通信基礎技術研究所 ( A  T R )  が創立25周年を迎えられたことを心よりお祝

い申し上げます。

こ の 4 半 世 紀 を 振 り 返 り ま す と 、  A T  Rは我が国の情報通信の大変革期に研究開発活動の最前線に立つ

て見事な活躍を見せてこられました。

A T  R 創 立 の 1 年 前 、  昭和60年に基盤技術研究円滑化法が施行され、 この法律に基づいて民間の基盤技

術研究を支援する 「基盤技術研究促進センター」 が設立されました。 A T  R傘下の4つの研究所が、 同セ

ンターの出資制度の適用を受けた最初の研究開発会社となり、 基盤技術研究を進めていくこととなりまし

た。 4つの研究所とは、 「 A T  R通信システム研究所」、 「 A T  R自動翻訳電話研究所」、 「 A T  R視聴覚機構

研究所」 及び 「 A T  R光電波通信研究所」 で あ り 、  その研究対象からもAT Rの研究の視野の広さや先見

性 が う か が え る も の で し た 。

A T R は 、  こ の  「基盤技術研究促進センター」 の出資制度を活用して、電気通信分野の基礎的・独創的

研究の推進、 産学官共同研究の場の提供、 国際社会への貢献及び関西文化学術研究都市における中核的役

割を担うことを基本理念に据え、これら理念の実現に向けて着実に歩まれてこられました。その結果、設

立後数年のうちに世界的研究所としての地位を確立され、 「日本に、 関西に、 A T  R 在 り 」  との評価を揺る

ぎ な い も の と さ れ ま し た 。

月日が流れ、 平 成 1 3 年 に は  「基盤技術研究促進センター」 の出資制度は通信・放送機構に引き継がれ、

さらにその通信・放送機構はその後、 独立行政法人情報通信研究機構に統合されましたが、 A T  R は 、  こ の

制 度 の み に 頼 る こ と な く 、  積極的に競争的研究資金や純民間資金の獲得に努めっつ、 時代の要請する研究

分野の開拓を進められました。 創立時の自動翻訳電話の研究から現在の脳情報通信、 ネ ッ ト ヮ ー ク ロ ボ ッ

トなどの研究は、 まさに時代を先取りするものであります。

21世紀を迎えた今日、 A T  R設立当時の「電気通信技術」 は「Information&Communications Techno1ogy

ICT」 と名を変え、経済成長や地球環境の保全、国民の安心・安全に関わる重要な技術となっております。

このための研究開発の推進はますます重要度を増しており、 総 務 省 と し て も 、  高齢者や障がい者等、 社会

的に弱い立場にある方々の生活の質 ( Q  〇 L )  の向上のためのI C T利活用等も視野に入れた研究開発を

積極的に進めてまいります。

ATRにおかれましては、今後も関西文化学術研究都市の中核的研究所として、独創的・先進的研究に

よ り 世 界 を リ ー ド さ れ 、  我が国はもちろん世界に貢献されることを期待いたします。

末筆ながら、 A T Rの一層のご発展と研究者の皆様方のご活躍を祈念申し上げまして、 お祝いの言葉と

いたします。



一創立25周年を祝しで

社団法人関西経済連合会

会長 下 妻 博

株式会社国際電気通信基礎技術研究所 ( A  T R )  の創立25周年にあたり、 衷心よりお祝い申し上げます

とともに、創立に取り組んできた関西経済界としてお慶びを申し上げます。

A T Rの創立から今日にいたる25年の間、情報通信分野における発展は目覚ましいものがございますが、

A T  Rは常に世界をリードする基礎的、独創的研究の推進役を担つてこられました。 その結果、 こ れ ま で

に2,700件を超える特許出願、20,000件にのぼる論文・学会発表、学会や団体から数多くの賞を受けるな

ど目覚ましい成果をあげられ、 この分野の発展に多大なる貢献をされてこられました。 これも熊谷会長、

平田社長、 歴代の首脳、 研究者など関係の皆様のご尽力の賜物と深甚なる敬意を表します。

近年では、 脳科学、 神経科学、 ロボット工学と情報通信技術を組み合わせて未来型のコミュニケーショ

ン を 実 現 す る 「 ブ レ イ ン ・ マ シ ン ・ イ ン タ フ ェ ー ス 」 の 開 発 や 、 生 活 者 の 視 点 に 立 つ た ネ ッ ト ヮー ク 型 ロ

ボットの開発が進められています。 我が国だけでなくアジアをはじめとする諸外国においても、 高齢化や

環境問題に対応した安全・安心、健康で快適な暮らしへのニーズが高まっており、これまでにも増してA

T Rの技術が世界の人々の暮らしに大きく貢献するものと確信しております。 またグローバル化の進展に

伴い、 グ ロ ー バ ル な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 必 要 性 が 高 ま っ て お り ま す が 、  A T  Rが他の研究機関に先駆け

て開発されてきた自動音声翻訳技術や、 双方向無線ネットヮー ク を 活 用 し た 観 光 ガ イ ド シ ス テ ム な ど は 、

ツーリズムなど産業振興の面でも重要な役割を担うものと期待しております。

さらには、 ユビキタスサービスのプラットフォーム技術の開発などで産学連携による研究開発を進めら

れ て い る こ と や 、  「 パ ー ト ナ一制度」 と し て 、 A T  Rの特許を企業へ技術移転し、研究成果が実用化される

こ と を 積 極 的 に 進 め ら れ て い る こ と は 、 経 済 界 と し て も 誠 に 心 強 い こ と で あ り ま す 。

ATRが立地するけいはんな学研都市は、本年、関西文化学術研究都市建設促進法の施行(1987年)か

ら24年目を迎えます。現在では、110を超える研究機関や大学が立地しておりますが、ATRは1989年に

学研都市中核施設第一号として開所して以来、 けいはんな学研都市の中心的存在としての役割を担つてこ

られました。その研究成果は、研究者だけでなく、「けいはんな情報通信研究フェア」や「オープンハウス」

などの形で一般の方や学生に対しても紹介されたり、 アジアや欧米の主要な大学・研究機関とのネットヮ

ークを通じて世界へ発信されるなど、 けいはんな学研都市の存在を広くアピールしていただいてまいりま

した。 長年けいはんな学研都市を推進してきた経済界としても厚くお礼申し上げる次第です。

関西におきましては、 うめきた(大阪駅北地区)開発、神戸の先端医療などの研究開発拠点の整備が進

んでいます。 とりわけ2013年春にオーブン予定のうめきたでは、人々が集まり、交流し、新しいサービス

を創出する知的創造拠点としてナレッジキャピタルの具体方策が検討されています。 関経連では、 けいは

んな学研都市とうめきたの連携を図ることにより、関西をアジアの知的創造、産業創出の拠点にしていき

た い と 考 え て お り ま す 。  例えば、 うめきたを生活者の視点からロボット開発の実証実験を行う場とし、 先

進的研究開発を行うけいはんなと連携することなどが考えられます。 A T Rにおかれては情報通信技術等

を用いた幅広い産業の振興等でぜひご支援を賜りたいと存じます。

今後も引き続き、現代社会の人々の生活基盤を支える世界をリードする研究所として、 ますます発展さ

れますことを祈念いたしましてお祝いの言葉といたします。
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一ATR創立25周年を寿く:

京都大学

総 長 松 本 統

A T R が 創 立 2 5 周 年 を め で た く 迎 え ら れ た こ と に 心 か ら の お 祝 い を 申 し 上 げ ま す と と も に 、  こ の け い

はんなの地に学研都市の中核的研究機関として居を定められ、 四半世紀に且つて営々と研究成果を積み上

げて来られたことに敬意を表するものであります。

A T  R は 、  ここ京阪奈丘陵において進められてまいりました文化創造と学術研究の発展を目指す 「けい

はんな学研都市」 の建設の起爆剤として、電気通信分野における基礎的、独創的な研究を推進し、広く社

会に貢献することを目的に、産、学、官の幅広い連携の下、学研都市の発展に大きな役割を果たしてこら

れ ま し た 。

私ども京都大学も学研都市の発展と活性化に向け、 当 初 よ り 多 く の 関 わ り を 果 た し て ま い り ま し た が 、

A T R と の 連 携 に 関 し ま し て も 、  研究と教育の両面で協力を進め、 その実績も既に大きなものになってお

り ま す 。  平成22年の3月には両者の間で組織対応型(包括的)連携契約を締結し、幅広い協力に向けて

体制を強化したところであり、今後の研究の進展に大いな期待を寄せているところであります。

一方で、 我が国の産業構造や経済状況の観点から見ますと、 関西の地盤沈下が言われはじめて随分と時

間が経過し、 さ ら に 、  その傾向に十分な歯止めがかからないままに現在に至つていることはたいへん残念

な こ と で あ り ま す 。 も と よ り 関 西 の 復 権 の た め に は 、 産 業 界 、 自 治 体 な ど の 幅 広 い 努 力 が 必 要 と な る こ と

は論を待ちませんが、新産業の源として、また、地域を支える知の力の根源として、大学や研究機関の果

たす役割は非常に大きなものがあると考えております。

こ う し た 中 、  A T R に は 、  世界最先端の高度な情報通信研究開発技術によって、 科学技術の共通基盤の

中でも極めて重要な分野であるI C T分野の我が国におけるリーダとしての役割が期待されているところ

で あ り 、  京都大学においても情報通信分野での教育研究分野を中心に、 更なる連携強化を進めてまいりた

いと考えています。

ま た 、  分野は少し異なりますが、 本学大学院農学研究科附属農場を現在の高税市から学研都市地域内の

木津中央地区に移転して学研都市での教育研究活動を開始すべく準備を進めているところであります。 新

たな試みとして、 情報分野と農学分野が連携しこれまでにない技術開発や産業創出に結びっく よ う な 取 り

組みにっいても期待しているところです。

このように学研都市という場の中で両者の協力による相乗効果が発揮され、 そのことが同時に学研都市

を浮揚させることにっながるならば、 それはたいへん望ましいことと考えます。

A T Rが今後もけいはんな学研都市において大きな研究成果を上げ続け、 引き続き知の拠点として活動

さ れ る こ と を 希 望 す る と と も に 、 研 究 者 の 皆 様 の ご 健 勝 、 ご 活 躍 を お 祈 り 申 し 上 げ て 、 創 立 2 5 周 年 の お

祝 い の 辞 に 代 え る こ と と い た し ま す 。
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OATR創立25周年のお祝いと更なる発展に向けで

日本電信電話株式会社

代表取締役副社長 宇 治 則 孝

このたびは㈱国際電気通信基礎技術研究所 (以下、 A T R )  が創立25周年を迎えられたことに心よ り

お祝いを申し上げます。

ATRは関西文化学術研究都市「けいはんな学研都市」の中核的研究所として、京都・大阪・奈良の3

府県をまたがる京阪奈地区に、 我が国の情報通信分野の最先端研究開発拠点と して設立され、 常に時代を

先 取 り し 、  日新しい発想や情報を国内外に発信しっづけてまいりました。

思い起こせば、 A T R の 設 立 は N  T T が 民 営 化 し た 間 も な く の こ と で あ り 、  N T Tの研究所が民営化に

あわせ、 市場競争に備えた通信サービスの高度化・多様化に対応できるよう機能別に再編し、新たな体制

で ス タ ー ト を 切 つ た 時 期 と 重 な り ま す 。

そ の よ う な 中 、  N T T は 、  「日本の活力を維持すべく情報通信分野において一企業や研究機関ではできな

いような基礎的・独創的研究を産官学共同で推進する」 と い う A T  R設立の趣旨に、 N T  Tの基礎研究の

裾野を広げる場として共感し、 準備段階から参画させていただきました。 設 立 後 も N  T Tは多くの研究者

や研究マネジメント人材を派遣させていただき、 そ の 後 も A T  Rと同じ関西文化学術研究都市にコミュニ

ケーション科学基礎研究所を設立するなど、 地 理 的 に も A T  R と の シ ナ ジ ー を 深 め 、  活発な人材交流をし

て ま い り ま し た 。

A T Rは他企業や海外からの数多くの優秀な研究者が集い、 自由開達な研究が行われている非常に開か

れた場であり、 これらの交流を通じ得たものは計り知れないと思います。 そしてこの類い稀なる共創の場

こそ、 設立から非常に短期間で研究機関として世界的にも上位にランキングされるなど、 情報通信分野の

基礎研究における世界的な研究拠点としてこの四半世紀にわたり、 国際的にも高く評価されっづけてきた

原動力であったと思います。

さ て 、  日本経済は構造改革・規制改革の断行が待つたなしの状況にありますが、 今 こ そ 、  A T  R を は じ

め情報通信を担う私どもに大きな期待がかかった時代になったと考えております。 情報通信は 「横串の技

術 」 で あ り 、 時 間 や 空 間 を 超 え 、 人 ・ モ ノ ・ 金 ・ 知 識 ・ 情 報 を 結 びっけ、 日本の抱える課題を克服してい

く上で重要な役割を果たし、 経済・社会システムを抜本的に変革する可能性を秘めています。

現 在 A T  Rが世界最先端の成果を挙げている 「脳情報通信」 や 「生活支援ロボット」 は政府の新成長戦

略の中で戦略的な革新技術として位置づけられております。 こ れ ら イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 出 に 向 け A T  R は そ

の実力を遺憾なく発揮していただき、 さらに次の四半世紀に向け、 新たなる価値創造を呼び起こす独創的

な分野を切り開き、 世界に冠たる研究所にしていただきたい。 そのために、 私 ど も N  T T も 引 き 続 き A  T

Rと連携を進めるように考えております。

こ れ か ら も イ ノ ベ ー シ ョ ン の 核 と な る よ う な 革 新 的 ・ 独 創 的 な 研 究 を 推 進 し 、  日本の国際競争力強化や

世界の情報通信に対して、 尚一層ご貢献されることを期待しております。

最後になりましたが、ATRの益々のご発展と研究者の皆様のご健勝、ご活躍をお祈り申し上げて、お

祝いの言葉としたいと思います。
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0夜が明け陽は昇 り輝いた 一ATRにかけた思い二

株式会社 国際電気通信基礎技術研究所

顧問・元代表取締役副社長 葉 原 耕 平

1 .  まえがき

1 9 8 6年春にATRが誕生してから25年になった。設立当初、一部の「いつまで続くだろうか」  との懸念

を よ そ に A  T Rは今も立派に存続し、 着々とその使命を果たしている。

それは夜明け前を知る人間にとっては夢のようなことでもある。 そ し て 、  発足当時 「研究所の将来は最

初の10年で決まる」  と喝破された当時の大阪大学総長熊谷信昭先生の言葉がいまさらながら思い起こされ

る。 当時、 今は影も形もない 「基盤技術研究促進センター ( K  T C ) 」  制度の下で相次いで設立された研究

所群の中で今残つているのは唯一A T R だ け で あ る 。  それは何故か。 この紛れもない事実はわが国の基礎

基盤技術の発展にA T Rが大きな足跡を残した証ではないか。

A T R は 、  発 足 1 0 周 年 を 記 念 し て A T  Rジャーナル10周年記念特集を発行し'、 そ れ ま で の K T  C と A

T R の 動 き にっいてさまざまな角度から的確に記している。 その中で熊谷信昭先生 (科学技術会議議員、

阪大名誉教授) の寄稿文(p .4 )はわずか1ページの中にAT R発足の意義、設立に至る経緯、 そして発足時

すでに内在していた問題をこれ以上は不可能と言えるほど簡明かっ的確に述べておられる。 この珠玉の一

文だけでも一読されることを強くお勧めしたい。

また、 筆者はこの10周年記念特集の中でAT Rという全く新しい研究所の立ち上げ・運営に当たっての

当時の思いを率直に述べた(p.15̃) 。  あれから15年を経た今読み返しても、 その本質は全く変わっていな

い。 さ ら に 、  当時のさまざまな出来事、 そして筆者の考えは節目ごとにAT Rジャーナルなどに述べてき

た し 、 こ れ ら を 小 冊 子 「 研 究 マ ネ ー ジ メ ン ト ひ と り ご と 」 2に も 纏 め た 。 ま た 、 K T C と A T R 発 足 の 動 き

の公的あらましは、 同じく当時の吉田副社長の記事に詳細に記述されている(p.5̃) 。  したがって、比較的

公式的な記録として、 今これらを超えるものを書くことは不可能に近い。

この小論では歴史の1ページとして、 A T  R初期の、 あ ま り 知 ら れ て い な い 事 柄 の ご く 一 部 を ェ ピ ソ ー

ド も 交 え な が ら 書 き と め 、  同時に底流にあった筆者自身の思いを多少差障りがある危険を承知で記載する

こ と と す る 。 外 交 文 書 も 3 0 年 で 公 開 さ れ る と の こ と な の で 、 筆 者 の 思 い を 公 表 す る に は 発 足 2 5 年 、 筆 者

が A T  R の 職 を 離 れ て 1 5 年 は ち ょ う ど い い 機 会 で も あ ろ う 。  それによって当時のAT Rの雰囲気の一端を

感じ取つて頂ければ、 幸いである。

2 .  A T R の 組 織 形 態 と K  T C制度に対する筆者の率直な思い

さて、 実 際 に A T  Rを立ち上げ形作つていく段階では、 K T  C も 走 り 出 し た ば か り で 、  双方でピンポン

のようなやり取りの中で細部が決められていった。 その結果いわば大家業の国際電気通信基礎技術研究所

A T  R Iの傘下に4つの研究会社を擁し、 しかもそのすべてが株式会社という世にも珍しい組織形態と

な り 、  パ ン フ レ ッ ト も そ れ を 模 し て 作 つ た 。

事実、 K T  C制度と整合をとるため、枚挙に暇がないくらい次々と問題が生じる中で双方知恵を出しな

が ら A  T R を 形 作 る こ と が 出 来 た 。  その衝に当たった当時の担当者の苦労は並大抵のものではなかった。

直接の当事者でなかった外部の方からの 「資金の問題もなく比較的楽な10年だった」 という主旨の発言を

時々耳にしたが、 それはわれわれがその種の問題をあまり大げさに喧伝しなかったからである。

6



と こ ろ で 、  K T C制度にっいてはいろいろな評価があろう。 筆者はしかし、 まず、 N T T株の政府保有

義務分 ( 1 / 3 )  に対するN T Tからの配当金を基礎基盤技術の振興に役立てる、 という発想自身はわが国

として画期的な素晴らしいものであった、 と 思 う 。

しかし株式会社で基礎研究を行うという異例の形態のもと、 当初から予期されたようにさまざまな課題

がのちのち噴出して、 や が て K  T C制度は崩壊し、 この過程の中でAT R を 除 く す べ て の プ ロ ジ ェ ク ト が

消減してしまった。 筆者はその頃はすでにAT Rの現役を離れていたが、 A T  R ひ と り 存 続 し て い る の は 、

T A〇はじめ各種の形態で資金獲得の道を開くなど、 その時々の当事者の並々ならぬ努力の賜物であるこ

とを仄聞するにっけ頭が下がる思いだ。 その後もいく っかの変遷を辿りながら今のAT Rが存在する 3。 こ

れら変遷の結果として、 A T  Rの成果の一部はN I C Tなどへ移管されている。

ただ、 個 人 的 な ノ ス タ ル ジ ー と し て は 、  種まきから始めて粒粒幸苦やっと収穫の段階になって一般紙で

報 じ ら れ る 時 、  A T  Rの名前がないのはいかにも淋しい。 記事を見る都度、 往時の苦労を知つている研究

者の顔が日に浮かぶ。 オリジナリティを大切にし先人の業績を尊重するのは研究者として最低の礼儀だ、

と い う A T  R文化を育もうとしてきた筆者には正直何ともやるせない気持だ。 マ ス コ ミ へ は ど ん な レ ク チ

ャ を し て い る の だ ろ う か 。  が、現実を前に欲はいうまい。最初の10年間の実績がAT Rの消滅を免れるの

に多少とも役立つたのであれば、 この期間をあずかった身としてはもって日冥すべきことかもしれない。

い ず れ に し て も K T  C制度はなくなった。 国の施策の中で、 N T T配当金で 「基礎基盤技術の振興を」

という当初の高邁な思想はどこに消えたのだろうか。 N T  Tからの配当金は今何に使われているのだろう

か。 K T  C制度の不備に目が奪われて 「角を矯めて牛を殺す」 ことになってはいないだろうか。

ルネサンスという言葉がある。 n a i s s a n c e ( 誕 生 ) に r e が っ い た フ ラ ン ス 語 で 「 再 生 、 よ み が え り 」 な

どと訳される。 要は原点回帰だ。 筆者はA T Rのみならずわが国の基礎基盤研究のためにも上記の高適な

思想のルネサンスを願わずにはいられない。

3 .  関西文化学術研究都市構想、 A T Rそして関経連

ここで少し夜明け前から陽が上り始める頃までの話に遡ろう。 A T Rの発足は多くの紆余曲折はあった

ものの、 総じて言えば、 いい意味での多くの動きのシナジーの結果であった。 その最大の起動要因は上記

のように通信事業の変革であったが、 それらに合わせるかのような幾つかの底流が融合して結実したのが

写 真 1  日向会長を囲む会 ( 向 か っ て 左 か ら 前 列 :

長尾真(京大)、 日向会長、熊谷信昭(阪大)、堀内和夫

(早大) 後列:堀功衛(住友金属)、筆者、

安田靖彦(東大)、 宮野昇太郎(関経連))

並大抵のものではなかった。 日向会長自身

「関西文化学術研究都市」 とその日玉のA T R で あ っ た 。

まず、関西経済連合会(関経連)が日向方齋会長を中心に積

極的に「学研都市」構想を練り上げていた(詳細は1o 周年記

念特集の吉田副社長の記事参照)。

そしてもう一つの、そして最大の要因は電電公社が民営化さ

れ、その配当金を充当するという資金面の見通しが得られたこ

とである。 時あたかも中曽根内閣主導の 「民活」 が華やかなこ

ろで、これも民間活力の利用という大義名分に合致するもので

あった。また日向会長の戦略はいち関経連にとどまらず、経済

団体連合会(経団連)を巻き込んでこれを国家プロジェクトと

す る こ と で あ っ た と 仄 聞 し た 。

この大構想を具体化するには大変な努力が払われた。とくに

当時の日向会長を始めとする関経連関係者の努力は傍日にも

自ら足しげく東京に足を運んでおられた。それを支えたのは

日向さんの出身もとの住友金属工業の堀功衛さんをリーダーとする 8人の精鋭グループであった。 その期

間は関経連会長が日向さんから束洋紡の宇野収会長にバトンタッチされた1987年まで12年間に及び、 そ

の 活 躍 ぶ り は N H K の 「 ア ク テ ィ ブ 8 7 」 で ド キ ュ メ ン タ リ ー と し て 放 映 さ れ た 。 こ の 動 き の一環で筆者は
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日向会長らと会食の機会が与えられ、 熱心に構想などをお聞かせ頂いた (1986.2.2 写 真 1 ) 。  この時出席

された先生方はのちにAT R顧問にご就任頂いた。 当時の日向さんのご活躍なしには 「けいはんな学研都

市」 はおそらく陽の日を見なかったであろう。

さ ら に A  T R会長にご就任頂いた花村仁八郎経団連副会

長は政財界にその力を存分に発揮してくださった。その影響

力の一端を示す写真がある。 A T  R発足直後の1986年4月

3日の日付が読み取れる ( 写 真 2 ) 。

A T Rの誕生は主管庁の郵政省や最大の資金、 人材の供給

も と と な っ た N  T T関係者、その他数え切れない方々の努力

の結晶であったことは論をまたない。

4 .  先 陣 を 切 つ て き た A  T R

A T Rは研究の面では当然のように先陣を切つてきた。 し

か し 、  先陣を切つてきたのは研究面だけではない。 以下、 順

不同でそれらを列記する。

4 . 1大阪ツインビルへの入居

写 真 2  総理官邸にて(向かって左から筆者、花村会長、

中曽根総理、日裏社長、吉田副社長)

これはビルの完成式を待たずに 1 9 8 6 年 4 月  1 日に入居させていただいた。 同ビルへの入居は熊谷先生の

写 真 3  開所式での社長訓示風景

お骨折り とオーナーの松下興産のご好意によるものであった。

が ら ん と し た フ ロ ア に は 何一つない文字通りゼロ、 しかし精鋭

ぞ ろ い の ス タ ー ト だ っ た ( 写 真 3 ) 。 今 で は ツ イ ン ビ ル は 京 橋

駅と立派な陸橋で繁がっているが、 こ れ が 完 成 し て 間 も な く A

T R は 「 け い は ん な 」 に 移 転 し 、 陸 橋 の 思 恵 は あ ま り 受 け ら れ

なかった。 「けいはんな」 では研究所としてはもちろん第一号

であった。

4 . 2 シ ャ ト ル バ ス

「けいはんな」 に移るに際してまず困つたことは公共交通手

段が全くなかったことだ。奈良交通は採算が取れない、と相手

に し て く れ な か っ た 。  交通手段がない以上社員に交通費を支給することができない。 こ の 事 情 を K  T C に

納得してもらうのは大変だった。 そして落ち着いたのが自前のシャトルバスを運行することである。 その

費用には本来社員に支給するはずの交通費を当てることでやっと納得してもらった。 奈良交通も高の原駅

の停留所に一箇所、 A T  R用に場所を提供してくれた。 シャトルバスはこのように通勤費に代わるもので

あって一般に開放できる筋合いのものではなく、 乗車場所の立て札とか時刻表の類は設置できなかった。

公共交通手段も充実し、 シャトルバスが使命を終えたのも今は昔語りだ。 一例に過ぎない。 この種の環境

整備には総務部にはとくにいろいろとご苦労を願つた。

4 .3国際的な周囲環境

一方、 社員の宿舍は近鉄高の原駅近くの公団住宅を所用数借り上げるなど、 公団にお世話になった。 そ

の居住者の中には当然大勢の外国人研究者も含まれていた。 当時の伊藤人事課長らの努力のお蔭である。

A T R が  「けいはんな」 に移つた最初の年の暮れ、 関西の某T V局から取材申し込みがあった。 何 で も

正月番組用に外国人研究者をインタビューしたいという。 筆者は、 常ににこやかで人柄のいいL君を紹介

しておいた。 L 君 は 「 会 社 の 往 復 に は シ ャ ト ル バ ス が あ る し 、 駅 も 近 く て 京 都 、 奈 良 、 大 阪 に も 楽 に 出 ら

れ、 駅前にはスーパーもある。 こんなに便利でいいところはない。」 と応えた。 実 は T  V局の狙いは新興学

研都市が如何に不便か、 を言わせたかったらしい。 シナリオはすっかり日算が外れてしまって、 放映され

た内容にはまとめに大変苦労した形跡が見て取れた。 実はL君はカナダからの研究者だったのだ。 ど こ へ
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行く に も ク ル マ 、  というぉ国柄からみればA T R近辺は便利そのものに映つたに違いない。 こ の こ  と が あ

って以来、 筆者は自信をもって 「自然を含めて周囲環境も国際的」 と い う こ と に し て き た 。

5 .  外国人研究者 一 国際的な研究者網の構築

さ て 、  こ こ か ら が と く に 強 調 し た い こ と で 、  それは筆者が当初から心がけて推進した 「国際的な研究者

細の構築」 である。 発足当初からの筆者の危惧は、 A T R程度の小規模な研究所で平板なやり方では数多

くの研究所群の中で埋没しかねない、 と い う こ と で あ っ た 。 筆 者 が N T  T時代、先輩がっぶやいた 「石つ

ころも小さいと蹴飛ばされてどこかへ飛んでいってしまうが、 少し大きいと蹴る方の足が痛いので誰も蹴

飛 ば さ な く な る 」 と い う ひ と こ と が 妙 に 頭 に 残 つ て い た 。 こ れ を A T R に 当 て は め る と 、 予 算 ・ 研 究 者 数

などでは決して突出しているわけではない。 では何に特徴を求めるか、 それは内外に向けたプレステージ

だ。 と に 角 A T  Rの知名度を可能な限り上げ超一流のブランドにすることだ。 それには中身が伴わなけれ

ばならない。 こ の 面 で 大 き な 石 つ こ ろ に し よ う 、  それも国内だけでは不十分で、 仮 に も A T  R存続の危機

に遭遇した場合、 外国の仲間からも反対が沸き起こるくらいまで狙いたい。 そのためには、 研究者に出来

るだけ大きな目標を狙つてもらおう。 筆者の研究に対するもう一つの考えは 「洋服はダブダブがいい。 体

をそれに合わせるのだ」だった。「大きな石つころ」と「ダブダブの洋服」の二つが筆者の指導理念だった。

当時、 日本人の中でさえ 「基礎技術ただ乗り論」 が ま か り 通 つ て い た が 、  そ れ は N T  T時代、 世界の主

要国ときびすを接しながらディジタル交換の研究を進めてきた筆者には違和感を通り越す腹立たしいもの

であった。 ならば、 徹底的にオープンにして基礎技術ただ乗り論を払拭しようではないか、 それが今思え

ば筆者の深層心理であった。 筆者の天邪鬼も時には功を奏する。

そのため、 各研究会社の社長、 室 長 な ど マ ネ ー ジ ャ ク ラ ス に 、  それぞれの持つチャンネルや肩書きを存

分に生かして積極的に内外の優秀な研究者を獲得・招聘することを奨励し後押しをした。 そして、 それら

の成果を出来るだけ公式のルートに乗せられるように努めた。 各社長、 室長はこの方針に期待以上に応え

て く れ た 。  そして筆者自身心がけたのは、 それまで関係のあった大使館筋のサイェンス・アタッシェなど

実務者との関係を強化することなど大枠作りと後押しだけで、 前 向 き で あ る 限 り ト ッ プ の 顔 色 を 気 に す る

ことは一切無用、 それが筆者の考えであった。

こ う し て 、  A T  Rには急速に優秀な内外研究者が集まってきた。 その中でアメリカからの研究者、 来訪

者が多いのは当然として以下ではA T Rに特徴的だったと思われる、 とくに欧州系の諸国との関係、 また、

比較的初期のいく っかのイベントを順不同で紹介する。

5 . 1 フ ラ ン ス

まずフランス大使館筋からの申し入れで電気通信関係の最高学

府 E N S T ( E c o l e  Nationale Super i eure  des Telecommunica

t i o n s ) さ ら に I  N T ( I n s t i t u t  Nationa1 des Telecommunica-

t ions)からの海外実習生受け入れが始まった。 彼らは本国でのち

に枢要な地位を占める可能性を秘めた人材で、 その基礎能力の高

さは群を抜いていた。 この実習受け入れはその後も長く続いた。

フランス側は東京南麻布の大使館の科学技術部はもちろんのこ

と、大阪神戸総領事館とくに総領事のRenee VEYRET(ルネ・ヴェ

写 真 4  Kour i l sky長官と筆者のM o U サ イ ン

レ) さんが熱心だった。 これらの結果、 フランス最大級の研究組織であるC N R S (Cent re  Nat iona le  d e l a

Recherche S c i e n t i f i q u e ) の K o u r i l s k y 長 官 と 筆 者 の 間 で 研 究 交 流 基 本 協 定 ( M o  U:Memorandum o f

Understanding) を締結した(1991 . 5 . 1 3ジャーナルNo . 1 0、写真4)。

5.2 ス ェ ー デ ン

ス ェ ー デ ン と は 筆 者 が N  T T 時 代 か ら ス タ フ と 交 流 が あ っ た こ と も 手 伝 つ て 早 い 時 期 か ら コ ン タ ク ト が

あった。王立工科大学(Roya l I n s t i t u t e  o f  Techno1ogy )の学生(彼らは超エリート学生集団である)の海
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外研修旅行、 王立理工学アカデミーI  VA(Roya1  Swedish Academy o f  Engineering Sc iences )からの視察

団の受け入れなど、 いずれも歓待した。 スェーデンからの来訪者にっいては、 筆者は遠い将来、 有名な国

際賞に関係するかも知れないとの下心がなかったといえば嘘になる。

5 . 3 カ ナ ダ

カナダもこれら両国に負けず劣らず熱心だった。 これは大阪

総 領 事 の M a r g a r e t H u b e r ( マ ー ガ レ ッ ト ・ ヒ ュ ー バ ー ) さ ん の

熱意に負うところが大きかった。大阪総領事館はAT R と 同 じ

1 9 8 6 年 に 開 設 さ れ た こ と も あ り 、 総 領 事 は と に 角 よ く A T  R に

足を運んでくれた (写真5 )。

5.4 シ ン ポ ジ ウ ム な ど

写 真 6  Spectrogram Reading講習会風景

( レ ク チ ャ ー : Z u e 教 授 )

個別の国の事情

は こ れ く  ら い に し

て 、 以 下 A T R が

主催した比較的初

写 真 5  コツプス副大統領来訪
(中央奥はヒューバ一総領事)

期の各種会合のごく 一部を振り返る。

ま ず 、 発 足 後 1 年 も 経 た な い 1 9 8 7 年 1 月 、 国 内 の 多 く の 研

究者にオープンの形でM I T の V i c t o r  Zue教授を筆頭とする

Spectrogram Readingの専門家を招いて講習会を開き、成功を

収めた ( 写 真 6 ) 。  Spectrogram Readingとは発声された音声の

ス ぺ ク ト ラ ム か ら そ の 発 声 音 声 を 調 べ よ う と す る も の で 、 音 声

認識技術の基本の一つである。

次の例は1988年7月に開催したニューラルネッ ト ヮー ク の 国 際 ワ ー ク シ ョ ツ プ で 、  こ こ で も M  I Tの専

門家も招き、 会場は近くのホテルニューオータニを使うなど本格的なものであった。 その打ち上げ懇親会

は7月7日の夕刻に実施した。筆者は冒頭の挨拶の中で「今日は日本では七夕(Star  Festiva1) の日に当

た る 」 旨 紹 介 し た 。  しかし、当日は残念ながら曇天で星は見えない。すると東倉室長(当時)がすかさず

Can you see the s t a r s ? ” と ま ぜ っ 返 し て き た 。 筆 者 は 即 座 に “ Y e s , I  see many STARS i n  t h i s  room.”

と応えて参会者を見渡した。 こ う し て 、  懇 親 会 は 極 め て ア ッ ト ホ ー ム な も の で あ っ た こ と を 懐 か し く 思 い

出す。

次にどうしても触れておきたいのは自動翻訳電話の国際実験だ。 こ れ は ア メ リ カ の カ ー ネ ギ ー メ ロ ン 大

学 ( ピ ッ ツ バ ー グ ) 、 A T R 、  ドイッのカールスルーエ大学(ミュンへン)を結び、時差の関係でそれぞれ

の国のゴールデンアワーに合わせて3回行うなど大規模なもので、 国内はもちろんC N N に よ り 全 米 に 放

映されるなど成果は上々であった。

これらはほんの数例に過ぎない。 滞在研究者数はアメ リカが多いのは当然と し て も 、  フ ラ ン ス は そ れ と

肩を並べる多さで推移した。 その他、 滞在研究者の国籍は多岐に亘つた。 1o 周年記念号で当時人間情報通

信研究所の川畑企画課長の「・・・企画課のカウンターから研究者を見ていると、なぜか研究者がシルク

ロードの交易の町を、異情報、異文化という宝物を携え往き来する旅人のように思えた」 と い う 主 旨 の コ

ラムはまさに言いえて妙である(p.56 )。

これにひとこと付言すれば、 よ く ア メ リ カ は 人 種 の る っ ぼ と 称 さ れ る が 、  これは必ずしも正確ではない

と 筆 者 は 考 え る 。 あ え て 言 え ば 人 種 の モ ザ イ ク だ 。 同 様 に 、 A T R も 始 め は モ ザ イ ク か も し れ な い が 、 そ

れが徐々に融合して新しい合金が誕生する、 そんな 「るっぼ」 で あ り た い 、  と筆者は願つてきた。

今 あ ら た め て 当 時 の 資 料 を ひ も と く と 、 E  C ( 現 E U ) か ら の 調 査 団 、 内 外 の 大 臣 ク ラ ス の 来 訪 な ど 、

筆者自身、 連日のごとく来訪者に応接している。 来訪者からの礼状には外交辞令を差し引いてもA T R へ
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の賛辞、 とくにPh i1osophyが明確でしっかり していることに感銘を受けた、 という主旨のものが多い。

6 .  あ と が き

A T  Rは時代に即して変化しながらめでたく 25周年を迎える。 筆者が思い描いたAT Rの姿がすべて現

実になったか、 と間われれば100%そうだとは言えないが、それは筆者自身欲をかいて 「ダブダブの洋服」

をまとっていたせいでもある。 さらに時代の変化が思いのほか激しかったことの現われでもあろう。

最後に、前書きで強調した熊谷先生の寄稿文と対をなすものとしてATR Uptodate Fa112001に載せられ

た E r i c  Vat i k i o t i s-Ba t e s o n研究員のSpec i a l E s s a y “P r i d e  and Some Prejudice” 4をここに引用してお

きたい。望ましくは全文を読まれることをお勧めするが、以下に敢えて要点を二つだけ抜粋する。

な ぜ 本 国 ( 米 国 ) に 帰 ら な い で 日 本 に 留 ま っ て い る の か 、 と よ く 聞 か れ た 。 答 え は 簡 単 。 「 も し A T R が

北 米 と か 南 仏 に で も あ る と い う な ら 、  私は明日にもそちらに向けて機上の人となるだろう」 と。

私がェー ル 大 学 か ら A T  Rに移る最後の決心をしたのは、 A T R で ボ ス た る 人 に  「あなたの仕事は?」

と訊ねたところ、彼の答えは「あなたの研究がやり易いようにすること」、「では私のやるべきことは?」、

「興味のある研究を進めること」 と い う や り と り だ っ た 。  こ の よ う な こ と は 研 究 者 、 マ ネ ー ジ ャ 双 方 に

途方もない責任が伴うことは論を待たない。 かなりの数の研究者がこの精神に沿つて振り向くことなく

前進し、 時には失敗もしながら世界中から尊敬され羨ましがられるグループを作り上げてきた。

筆者はこのェ ツセーを読んで、 外国人研究者がここまでA T Rの本質と筆者の思いを理解してくれてい

たことに感動した。 筆 者 が A T  R を 去 つ て 暫 く の ち 、  同研究員はバンクーバーに移つた。

この小論では筆者のAT Rに対する思いを、 とくに国際的知名度を上げることを中心にいく っかの切り

ロ から書き綴つた。 筆者自身は何事も一人の人間が同じポストにいると知らず知らずのうちにマンネリに

陥る危険があり10年が限度、 と 心 得 て A T  Rの現職を引いた。

A T  Rが今日あるのはここには表しきれない数多くの方々の努力の賜物である。 もと視聴覚機構研究所

の淀川社長はプロジェクト終了報告会でこれを駅伝にたとえた。 「最後にテープを切るのは一人だけれど、

その前には何人ものランナーがたすきを繁いできた」 と。  さ ら に こ れ を 敷 衍 し て  「 プ ロ ジ ェ ク ト か ら プ ロ

ジェクトへと一回り大きなたすきを繁いで行かねばならない」 と も 。

A T  Rには今後も多様かっ困 難 な 試 練 が 押 し 寄 せ て く る こ と で あ ろ う 。  しかし、 A T  Rはすでに何度も

危機を乗り越え、 何 事 に も 耐 え ら れ る ロ バ ス ト な  「るっぼ」 に成長し、 強靭な精神力と適応力という新た

なPh i 1 o s o p h yが息づいているように筆者には思える。頼もしい限りだ。そして、世界に尊敬されるATR

の 基 本 理 念 が 「 た す き 」 の よ う に 長 く 続 く こ と を 切 に 願 う 。

誇 り 高 いA T R の名声に永遠の輝きを!

文献

ATR Journa1 10周年記念特集 (http://www.atr. jp/journa1/10th_anniv.pdf )

葉 原 耕 平 : 「 研 究 マ ネ ー ジ メ ン ト ひ と り ご と 」 、 学 会 セ ン タ 一関西 2001 .11 .10 (出版した学

会センタ 一関西にはA T Rジャーナルの発行など世話になったが、 職員の不祥事がもとで倒

産し、 この小冊子も絶版状態となった。 )

ATR Journa115周年記念号(15周年記念誌http://www.atr .  jp/journa1/15th anniv.pdf )

Er i c  Va t i k i o t i s Bateson : “ P r i d e  and Some Prejudice”、ATR Uptodate Fa112001Spec i a1

Essay (h t tp ://resu l ts .a t r .  jp/uptodate/ATR_2001fa11/03/abstract.cgi)
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一SFから現実の世界・
株式会社 国際電気通信基礎技術研究所

相談役・前代表取締役社長 春 野 信 義

新しい事態

2001年の2月中旬、その頃毎年その季節に行つていた八幡平近くのスキ一場のホテルで、発足したばかりの総務省

の田中技術総括審議官に電話で呼び出された。 基 開 開先t能 セ ン タ ー  ( K  T C)  の体組みが変わるので、 A T  R

を引き受けて欲しいというものだった。その時の話では、ATRに毎年80億円を確保するということであったが、そ

の後数ヶ月の間に事態はメマグルシク変わって行つた。

A T  Rは電電公t現営化を巡る様々な経緯や思惑の中で生まれたが、その頃私はC R Lの電波応用部長をしており、

全く事情は聞こえて来ていなかった。 自分が奈良の出身だと言うことで、 下馬評ではC R Lが出す研究子会社の社長

の最有力候補だったということすら後で知つた。 設立の約3ヵ月後企画部長になりその後7年間深く関わることにな

った。 ATRにっいての最初の印象は「これはS Fの世界だ」 というものであった。ひとっは、毎年80億円もの国の

金が湯水のように流れ込み、いずれ実用化することを夢見て7年も10年も掛けて自由に基礎研究をやるという世界の

何処にも無い素晴らしし、・l1:l_組みの言區い文句、 もうひとっは産業投資特別会計出資の制度を利用するという危うさであ

る。 第1期の期間中と、 第2期の開始時は安泰であろうが、 第3期の開始時には産投出資の体組み (プロジェクトの

出資期間が終わると直ぐに儲けて借りた金を還す) が無理なことがハツキリして、 制度 (ATRという系目識も) が崩

壊するということである。 そして、 今その時が来ているというのが実感であった。

しかし、 この僅か15年間に素晴らしい成果を出すだけでなく、そのことが世界中から認知され、 国際的にも抜きん

出た本当のC 〇 E (怪しいジャパニーズイングリッシュの政府C 〇 Eプロジェクトのそれではなく) になったAT R

が生き延びることが出来る何力端新しし 、仕i組みを見付けなければと強く思つた。 そこで副社長時代の3ヶ月間を利用し

て世界のリサーチパークやR&Dのコンソーシアムと呼ばれるようなものを中心に見学・勉強することにした。 それ

まで居た財団の退職金を使い、8月に2週間掛けてアメリカ(スタンフォードを中心にした西海岸、ボストン、ピッ

ツバーグ、バージニア)を、9月には3週間掛けてョー ロ ツ パ ( フ ラ ン ス 、 イ タ リ ア 、 デ ン マ ー ク 、 イ ギ リ ス ) を 回

った。 予め伝手を頼つて紹介して賞い、 それぞ'れの組識の責任者に会い、 直接話を聞いた。 デンマークにいる時にニ

ューヨークで9/11が起こったことを思い出す一1。実際にうまく行つているらしい様々なタイプの系目識を見て分かった

ことは、 何れもスポンサーの責任やパートナーの役害ljを始め、 それぞれの縄張りがキチンと決まっていて、比較的安

定して組織が運営されていることだった。 舌L流に巻き込まれキリモミ状態のATRにとって参考になるところはあま

りなかった。その中で特に印象に残つたのは、米国最大のシンクタンクS A I C(Science Applications Internationa1

Corporation)の役員の話であった。 「研究は虚業である。実業で生活を確実にし、その余裕で虚業をやり、その成果で

名声を上げ、 それで実業を一層発展させる。」彼らの主たる実業は全米に置力れたD 〇 Eの原子力施設の運営の請負で

ある。

状況の変化と変身の努力

10月1日社長に就任して最初にした仕事は、社長車を廃止することだった。経営の中身をちょっと見るだけで、資

本金220億円の大会社に相応しいと思われる (思い込んだ) やり方がなされていることが見て取れた。 警備員を2名

24時間365日貝占り付けて6千万円を大きく越える支出をしており、それを少しでも簡素化しようとすると様々な理由

を付けて強い反対と抵抗が起こった。 このような問題に限らず、 会社全体に危機感が薄かった。 そこで全員に 「優等
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生のATRから、闘うATRへ」と呼び掛けることにした。葉原さんには「戦う」は多数を相手にたたかうことであ

り、 「闘う」 は特定の相手とたたかうことだ、誰と聞うのかと訊かれたが、敢えて言うならこれは「金との闘い」或い

は「意識との闘い」であった。

K T  C時代、認められた研究プロジェクト毎に親会社(ATR Internationa1)の下に設立された研究子会社(4社) が

K T  Cの出資 (産投) とそれに見合つた民間企業 (その大部分は実質的にNT T )  からの出資を得て研究を進めると

いう仕組みであった。 第2期、 第3期に入ると民間からの出資がダンダンと難しくなり、 その穴理めをATR自身の

金で行うようになっていた。 産投出資ばかりでなく民間の出資も難しくなり、研究子会社はそれまでの研究成果の管

理会社 (研究成果の実用化等で収益をあげて産投出資に返却することが目的) とし、 研究はAT R内の研究所に移し

て進めることになった。

その頃までの我が国の特許のノレールでは、 国の金が少しでも入つた研究の成果 (特許) は国の所有になることにな

っていた。従つてそれまでのATRの研究から得られた特許は全て国(KTC)の所有であった。 KTCの廃止によ

って、 国はそれらを全て競売に付した。 A T  Rは以後の研究に必要な特許を中心に億単位の金を使つて応札したが、

有用と思われる幾つかの特許は、 桁の違う価格で民間企業が落札して行く結果となった。 売れなかった特許は廃棄さ

れた。

2001年にK T Cから切り替わったT A〇の機能の始動が遅れていた。研究子会社から移行した研究所のひとっは K

TCのプロジェクトが既に終わり、運営費 (研究費) が無く、 ATR自身の金で繁いでいた。 ATRの身分不相応に

見える大きな資本金は、 このような外的環境の急激な変化を吸収出来るように設計されていると聞き感心した。 A T

Rはおかげで今も無借金経営で、 このような緊急の状況を幾つか乗り切ることで内部資金を少し減らしてはいるが、

マダマタ°健全である。 今後も様々な状況の変化が起こるであろうが、 その都度適切な判断でこの体力を有効に利用し

て生き延び、 素晴らしい成果を生み続け発展して行くことを確信している。

1 3 T A 〇

2001年の秋も深まった頃にヒアリングのリハーサルを始め、 翌年の1

月の末になってやっとその年度のプロジェクトの採否と研究費(所謂1

3年度TA〇)が決定した。 ATR全体としてKTC時代の約半分を得

ることが出来た。 3月に全職員を対象にAT Rの現状と今後にっいて話

をした。 その時に使つた3枚;組のスライドを図に示t。 15年間居たKT

C大陸から新大陸を求めて、 TA〇丸に乗つて船出したが、 嵐が渦巻い

ている。 このままではヒョツトしてTA〇丸は、沈1没するのではないかと

いう予測を示したものである。 現実は予測通りになり、今も新大陸に辿

り着けず、 ライフジャケットや救命ボートで必死に頑張つているのが実

情ではないかと思われる。しかしこの「13TA〇」の金は2005年度ま

での5年間続き、 激変1緩和とその後への覚悟の準備の時間を我々に与え

てくれた。 高く評価している。 これが無ければAT Rは多分今存在して

いないであろう。 翌年からのT A〇の新公募は採用プロジェク トのサイ

ズが大幅に小さくなり、更に「直ぐ儲かる」 という心にも無い説明をし

なければならなくなった。 これではATRらしし 、研究は出来なくなり、

金もさることながら研究の質の面でAT Rは消滅の方向に進むと思われ

た。 以来生き残りを求めて様々な努力というより苦闘を経て今日に至つ

ている。 その経緯を詳細に縷々述べることは非生産的である。 兎に角今

日まで生き残つた研究はその成果と将来性にっいて社会の認知を得たも

のである。 将来へ向かって自信を持つて逞しく進もうではない力、
し か し 「 1 3 T A 〇 」 終 了 の イ ン パ ク ト は 大 き か っ た 。 そ の 5 年 ( 実
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質4年) 間で研究をコンパク トに纏めるなどして8研究所に再編し、 ファンドの多角化を図つたが、 全く ファンドが

取れなかったり、 取れる見込みの無い2研究l所を完全に閉鎖・ 1l肖減させるしかなかった。 ATRは多くの優秀なノ1l、1材

を失うことになった。 それぞれがその実力や実績に基づいて内外の大学や研究機関からベンチャービジネスに至るま

で幅広く去つて行つた。 その中には不本意な人たちも少なくなかったのではないか、 彼らは研究者として何の落ち度

も無かったのだと考える時、 これが国の方針の変化によるものではあっても、 組識の責任者としてハツキリした遺憾

とお詫びの資aを示すべきであると考え、 社長と副社長の率田lを半分にすることにした。 これは副社長の廃止、 私の

退任の前まで続けた。 ATRの経理が苦しくなったから報酬を減額したと誤解した向きもあったようだが、 A T R の

経営に必要な金は社長の報酬を少々弄つて何とか出来る規模ではない。

改造

A T  Rに着任してひと月ほど経つた頃ランチカードとかいう黄色のカードを買つた。 訊くと前月の出勤日数に応じ

た金額が支;給され、 食堂で使えるということであった。 職員の福利厚生制度のひとっかと思つたが、 役員にまで支系合

することを不審に思い調べると、 プロパーやNTTからの出向者等ごく一部のものにしか支1給されないと言う。 更に

調べると、 A T  R職員の系li織や構成は複雑であるが、 キツイ表現をす◆れば、 その出自によって様々な差別待遇がある

ことが分かった。 ランチカードをはじめ多くの差別を無くしたが、全電通の副委員長が怒鳴り込んで来たりの副産物

があった。 その過程で分かったことは、 事務部門を始め多くの支援・サービス部門の構成はNT Tを中心とする大株

主からの出向者の下で派遣の女性が実質的な仕事をしていた。 10年以上継続している派遣の女性もいて、 当時急速に

進んでいた雇用の規制緩和の下ですら無法状態と言うしかない状況だった。 また、 大企業からの出向者の給与レベル

が高く、このやり方は続けられるはずがなかった。特に、系端に不可欠な忠誠心(愛社精神)のある職員を育てる仕

組みがなかった。 派遣社員の中から出来る人を選んだ契;約社員を中心に業務を進め、 その中から課長が務まる優秀な

人をプロパーとして採用して出向を原則廃止することにした。2002年3月に派遣社員等全員を集めて説明会を開いた

が、様々な反対や抵抗があり、契;約社員の採用に漕ぎ着けたのは2004年4月、それまでに2年を要した。 プロパ一採

用が実現したのは2007年4月、 私の退任の3ヶ月前になっていた。

事務・支援系職員とは別に研究者には成果主義の評価とそれをドラスティックにフイードバックした処遇の仕組み

を導入した。 「研究は請負業である。一生懸命やりましただけでは許されない」というのが私の経験からの持論である。

5段階評価の最下位であれば契約研究者は次の勢約が無い。出向研究者は帰す1。日本の通常の評価では、無難な中位

の評価が一番多く、 この評価を得れば普通に昇給するが、 我々のシステムでは中位ではポストが上になるほど報酬は

上がらないどころかむしろ下がることもある。 その代り上位の評価を得れば処遇は大きく上がり、 特別のS評価を受

け続ければ、社長より高い報酬を得ることが出来る。 この最後の点の導入にっいては強い反対があったが、成果主義

をハツキリさせるため敢えて導入した。評価には「アメとムチ」の両方が必要である。我が国の評価は「ダメな者を

ハジキ出す」性格が強い。 これでは出来る人がやる気を無くす。 この仕組みは当時の西田企画部長が具体案を作り、

研究者への説明も全てやってくれた。 彼は誠実な性格で人望があった。 この制度のカギは言うまでもなく、 フェアー

な評価と、 本人への誠実で率直な説明である。

A T  Rでは研究成果の実用化には初期の頃から力を入れ、 独立した大きな系端になっていた。 しかし研究部門との

連携が悪く、 独自の思い込みで大金を掛けて商品開発に動くが一向に収益に繋がらないなど間題が多かった。 イロイ

ロ修正を試みたが改善の見込みがないので、 成果の実用化を図る子会社(ATR-Promot ions) とその下に各研究部門に密

着した孫会社(ATR Robotics等) に切り替えた。その後研究部門の衰退と共に消減したり、未だ赤字を出していると

ころもあるが、 大きな利益をあげているところもあり、 全体として黒字になって来たという。 今後BM I等新しい分

野での研究成果の積極的な展開に期待している。

節約

当然のこととして経費の節減にも努めた。 しかし日常業務であまり爪に火を点すようなことをすると職員の士気に

関わる難しい問題であり慎重に進めた。 A T  Rの建物はどんな地震にも耐える電電公社仕様が基本で、 更に豪華に作
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られている。 「けいはんな」 への移転の開所式のパーティでの祝辞で“0h!Research Inst itut ion i n  a Movie” と言

った人が居たそうである。 減価償却費が毎年4億数千万円、 固定資産税・都市計画税は1億数千万円、 合計約6億円

が黙つて出て行く状況であった。 不動産の評価を思い切つて見直し、 大きく減価償却費を下げたが、 税金の方は地方

自治体の非協力であまり効果は得られていない。 また、 バブル崩壊の余波で銀行等が税金を納めていないことに端を

発し、 外形t票準課税が導入されることになり、 赤i' '111l社でも資本金1億円を超えると課税されることになったので、

形式上の資本金を1億円に減額した。 これにっいては京都府などからお叱りを受けたり、 1/220  とはやり過ぎとい

う批判もあったが背に腹は代えられなかった。 更にお役所から 「バスと副社長は贅沢」 と言われ、 2006年度から廃止

せざるを得なかった。丁度「学研奈良登美ヶ丘」まで地下鉄(近鉄)が開業し、新祝園へのバスが増えた時ではあっ

たが、 社宅として使つていた高の原」駅前の公団住宅に住む人たちには不便を掛けることになった。

NTT保有株

このような中で一番大きなイベントはNT T保有株の種買の変更であった。 N T  Tは持ち株比率50%を超えるAT

Rの大株主であるが、 過半の株を持つている子会社が収益を生まないのではN T Tの株主に説明が付かないという状

況があった。 若 し A T  Rが自身の株を買い入れるときは他の株主からの買取請求にも全て平等に応じなければならず

実行不可能である。検討の結果50%分を議決権の無い株(所謂種類株) に変更することになった。 この場合若し配当

をすることになれば(勿論起こり得るはずはないが) 通常の株より優遇するというルールがあり、 これには全株主の

同意が必要になる。 約130社あるAT Rの株主全社を副社長、 部長等が手分けしてお願いに回つた。 破綻した銀行や

保険会社の資産を管理する組識に株が移つていたり、 倒産した証券会社の資産を纏めて引き受けた投資ファンド等が

あり難航したが、特に印象深かったのは、NTTから出向して来ていたある部長が、音は「電商卸三家」と言われて

いた会社へお願いに行つた時にボロクソに言われたそうで、 「大変勉強になりました」 と言つていたことである。

朝日新聞

もうひとっ忘れられないことがある。2003年の秋、都市再生機構(UR)の「けいはんな」を担当する本部が、大

阪本社のトップを含む朝日新聞の幹部約20名の一行を 「けいはんな」学研都市の見学に招待した。 一行はその最後に

A T Rを訪れた。 K T  C制度の出資金が回収出来ていないことにっいて大蔵省から 「お前らは千数百億円を踏み倒し

ている」 と何時も怒られていたが、 国会でも何度も取り上げられた。 その中でATRは規模が大きいこともあり、何

時も名指し非難されていた。 朝日新聞は追求報道の急先鋒であった。 ここが認識を変えて1費 うチャンスと関連の法律

も含めて詳しい資料を準備し、制度の趣旨・経緯・政府の方針の変化の流れとATRの研究成果を説明し、20年に一

度行われるビジネスウィークの権威のある調査で人工生命の分野で世界第4位になるなど創立」11以来短い期間で本当の

意味で世界のC 〇 E と な っ た A T  Rが何故非難されなければならないのかと言言め寄つた。 それから数日して朝日新聞

からURへ「ATRへ行つて良かった」 というメッセージがあり、その後朝日新聞のATR叩きは消えた。2007年正

月には川人所長が朝日賞を受けた。

ATRの存在意義

私は現役時代旧国研にベースを置いていたが、 その間や国研を辞めてから内外の大学・研究所、 研究支援の財団、

会社等様々なところを経験し、今国立大当法人に関わっている。 「研究と行政はカルチャーが違う」 と新聞の連載コラ

ムや著書 (研究の環境とマネージメント) でも主張し、我が国の研究の出aみを変えることに努力して来た。それで

も、ATRに来た時は「基礎研究を会社でやるのは無理」と思つていた。しかし今は「基礎研究と言えども、金さえ

あれば会社でやるのが一番良い」と信じている。我が国では研究の支援をするべき国の規制 (介入)があり過ぎ、肝

心の研究を阻害している。 独立行政1法大や国立大a業人の発足以来の経緯を見て、 そう確信するに至つた。 A T  R の

これから生きる道は、自分で金(研究費)の取れる優秀なプレーヤー(研究者)が自由に踊れる舞台(研究の場)を

提供することだと思つている。 「ATRフェローは研究費を取つて来ている限り定年は実質的にない」 ということがそ

れを象徴しており、 一旦外へ出ても金を持つて帰れば、 何時でもその舞台で踊ることが可能である。
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にA T Rの近況と未来に向けて

株式会社 国際電気通信基礎技術研究所

代表取締役社長 平 田 康 夫

ここ数年、 株式会社国際電気通信基礎技術研究所 ( A  T R )  は大変厳しい経営状況にあります。 設立以

来 続 い て い た K T  C基盤技術研究円滑化法が2000年に廃止になり、 そ れ に 続 く T A 〇 / N  I C Tの民間基

盤研究促進制度の下での研究プロジェクトも順次終了を迎え、設立当初80億円規模の研究資金でスタート

し ま し た A T  Rの研究開発資金は、 最近は30億円を下回つています。

研 究 開 発 成 功 の 鍵 を 握 る の は ヒ ト ・ モ ノ ・ カ ネ で す 。 こ れ ら 3 要 素 の う ち カ ネ す な わ ち 研 究 資 金 にっい

ては残念ながら潤沢といえない状況ですが、 ヒ ト と モ ノ にっい は A T  Rには大きな資産があります。 関係

各位のご尽力、先輩諸兄並びに現ATR社員の努力のお蔭です。質の高い一流の研究者、それをサポート

する優秀な人材がA T R に 集 ま り 今 A  T R を 支 え て い ま す 。  ま た 、  モ ノ にっいてですが、 A T Rは様々な

有形、無形の財産を備えています。良好な研究環境はもとより素晴らしい伝統、ブランド力、関係各方面

か ら の 高 い 評 価 、 優 れ た ノ ウ ハ ウ 、 技 術 力 を 有 し て い ま す 。 前 置 き が 少 々 長 く な り ま し た が 、 以 下 A T R

の近況を紹介いたします。 ま た 、  今 後 の A T  Rの目指すべき方向に触れさせていただきます。

ATRの事業環境

A T R は N  T Tを筆頭株主とする120社から出資をいただいている株式会社です。 民間企業ではできな

いような基礎的・独創的な研究を行う他に例を見ないュニークな民間企業です。研究者の人件費を含めて

研究経費の大部分は、総務省、文部科学省、独立行政法人情報通信研究機構(N I CT)、独立行政法人科

学技術振興機構( J S T)などの政府系競争的研究資金によって賄つています。前述のようにKT C制度、

T A 〇 / N  I C T民間基盤研究促進制度の下での研究資金スキームの終了にともない最近は多方面から研

究資金を獲得するいわゆるマルチファンド化を推し進めています。 目配りをきめ細かく行い、 優れた技術

力、 研究開発力をバックに魅力ある提案を行い、 厳しい資金獲得競争に勝ち抜き、 しっかりとした研究成

果をアウトプットしていかなければ研究資金が途絶え、研究の継続ができなくなります。質の高い研究開

発を進め世界トップレベルの研究成果を出すことがAT R の 使 命 で あ り 、  A T  R存続さらには発展の鍵を

握つています。 研究者および研究支援スタッフは大変な緊張感を持つて真摯に研究活動および支援業務に

取り組んでいます。 社員総数は約240名、 その内研究者は約200名です。 かっては研究者のほとんどは企

業等からの出向者が占めていましたが、 最近は約80%が契約研究員です。 研究者にはインセンティブが働

く メ リ ハ リ の 効 い た 給 与 ・ 処 遇 制 度 を 適 用 し て い ま す 。

研究所を総研体制に改組

2 0 1 0 年 4 月 に A T  Rの目指す研究開発の方向性をより明確化するとともに、研究所間の連携強化を図る

ため、組織改正を行い、表紙裏の組織図のように2総合研究所体制としました。

脳情報通信総合研究所は、情報通信、医療・福祉分野への貢献を目指して、脳の仕組みを探り、未来型
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コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 実 現 す る ブ レ イ ン ・ マ シ ン ・ イ ン タ フ ェ ー ス  ( B  M I )  の研究開発に取り組んでい

ます。 最近では、 高い精度で脳活動を推定する手法、 見ている画像を脳活動から直接取り出す技術、 念 じ

た だ け で ロ ボ ッ ト を 制 御 す る B M  I技術などの開発に成功しました。

情報環境総合研究所は、ロボット、無線通信、ネットサービスに関わる研究開発を進めている4つの研

究所が互いに連携強化を図り、 それぞれの得意分野を集積、融合させ、ネットヮー ク や ヒ ュ ー マ ン イ ン タ

フェースの新たな概念の創出並びに実用的なシステムの開発を行い、 生活者の立場に立つた社会環境の

整備、 改善を目指しています。 ロボット関連の研究に関しては、 速隔操作できる人型ロボットの開発を通

じて人の存在感を科学する研究、 生活に役立つロボッ トや知的環境の研究開発を進めています。 無線通信

に関しては、 I T S を 始 め と し て 様 々 な 応 用 が 期 待 さ れ る ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ヮ ークに関する研究開発や省

エネにっな が る 無 線 技 術 の 研 究 開 発 な ど を 進 め て い ま す 。 ま た 、 ユ ビ キ タ ス ・ サ ー ビ ス ・ プ ラ ッ ト フ ォ ー

ムの実証実験など新たなネットサービスの創出に向けた研究開発を進めています。 より詳しい研究所の概

要、研究成果にっき ま し て は 、  この後に続く各研究所長による研究活動紹介をご覧いただきたいと思います。

研究成果の事業展開

研 究 成 果 の 展 開 に っ い て は 、  A T R 本 体 の 各 研 究 所 と 密 な 連 携 を 図 り っ つ 、  100 % 子 会 社 の

ATR Promotionsや孫会社、 他社との共同出資会社を通じて積極的に事業化に取り組んでいます。 関連会社

の研究成果展開の詳細にっいては本誌34から41ページに紹介していますのでそちらをご覧いただきたいで

すが、 子会社、 共同出資会社ともに着実に業績を伸ばしています。

ATR P romo t i o n sは、ATRの研究成果物の製品開発・販売やガイドシステム、地図アプリの開発・販売

を行つています。 ま た 、 脳 活 動 イ メ ー ジ ン グ セ ン タ を 運 営 し 、  f M R  I や M E  Gを用いた脳活動を実験

から分析に至るまで脳研究をトータルでサポートする事業を進めています。 ATR Promotionsの子会社、 つ

ま り A T R の 孫 会 社 A T R R o b o t i c s は 、 そ の 名 の 示 す と お り A T R が 開 発 し た ロ ボ ッ ト  “Robov i e ”シリー

ズの販売を手掛けています。

他社との共同出資会社にっいては、 いかに技術的に優れた高性能製品やシステムであっても、 お客様の

立場に立つて真のニーズを把握しなければ、 またマーケットとの接点が脆弱であれば事業は成功しないと

のこれまでの失敗経験を糧に、 教訓を活かし、 それぞれの分野で十分な販売・事業実績のある企業と共同

出資する形で事業展開を進めていま

す。 具体的には、 音声認識・翻訳に

つ い て は N  T T ド コ モ さ ん の 携 帯 サ

ー ビ ス の 提 供 で 実 績 の あ る フ ュ ー ト

レックと共同出資会社ATR T r e k を

2007年5月に立ち上げ、“しゃべって

翻 訳 ” と の サ ー ビ ス 名 で 大 部 分 の ド

コモ携帯端末で日英、 日中翻訳サー

ビ ス を 提 供 し て お り 、 売 り 上 げ 、 営

業利益とも急成長を見せています。

A T  R 設 立 以 来 取 り 組 ん で き ま し た

研究成果を活かした英語学習システ

ム にっい て は 、  文教市場でわが国最
図 1  研究成果展開スキーム
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大のシェア、実績のある内田洋行との共同出資会社ATR Learning Techno1ogy を2008年4月に設立し、“ATR

CALL BRIX”との商品名で積極的に販売しているところです。 さらに、2004年から2008年にかけて民間基

盤研究促進制度の下で進めてきた 「日常行動・状況理解に基づく知識共有システムの研究開発」 の研究成

果を活かした小型無線加速度センサを使つてドライバーの運転技能を評価するシステム “Driving Doctor

Ob j e t”  を山城自動車教習所と共同で開発し、 2009年2月に設立した共同出資会社ATR Sensetechの下で

積極的な販売を進めています。

A T  Rの研究成果の事業展開にっいては、 未だョチョチ歩きの域は出ていないところもありますが、 総

売上高は10億円を超えるに至つています。子会社、 関連会社による事業展開をこれまで以上に積極的に進

め、 A T  Rの経営を支える柱の一つとしていきたいと考えています。

国際交流、 国際社会への貢献

ATRの基本理念の1つであります「国際社会への貢献」にっいては、現在20を超える海外の大学、例

え ば 米 国 の ボ ス ト ン 大 学 、 カ ー ネ ギ ー メ ロ ン 大 学 、 M I  T 、 ス タ ン フ ォ ー ド 大 学 、 英 国 の ニ ュ ー カ ッ ス ル

大学、イタリアの聖アンナ大学院大学等と研究協力覚書等を締結し、共同研究、研究交流や研究者の受け

入れを積極的に進めています。特に、脳情報科学の研究やコミュニケーションロボットの研究にっいては、

A T  Rは海外においても大変高い評価をいただいており、 是 非 A T  Rで研究をやりたい、 A T  Rの研究者

と 一緒に共同研究をしたいという申し出も数多くあり、研究協力、研究交流を通じて国際交流、国際社会

への貢献に一役買つています。

こ れ ま で に A  T Rに在籍した海外研究者はインターンシップの学生を含めて56カ国から延べ2016人に

のぼっています。 この値はA T R総在籍研究者数の約22%に相当しています。 これら海外研究者を派遺元

の地域別に眺めますと、ヨーロ ツ パ 4 0%、 北 米 3 0%、 ア ジ ア ・ オ セ ア ニ ア 2 5%、 そ の 他 5 %と な っ て お

り 、 バ ラ ン ス よ く 全 世 界 か ら 研 究 者 が A T R に 籍 を お き 、 研 究 交 流 さ れ て い る こ と が 良 く 分 か り ま す 。

海外からの研究者に安心して心置きなく研究活動を進めていただくためには充実した生活サポートが必

要です。 本人はもとより家族の方々に対するビザの取得から諸々の生活相談に至るまで行き届いた支援を

熟練した女性によってきめ細やかに行つているのも国際色豊かなA T Rならではの研究支援サービスだと

思つています。

音声翻訳技術、 超臨場感通信の研究をN I C Tへ承継

音声翻訳技術は、会社発足以来A T R の

最重要テーマの一つとして研究を進め、 こ

れ ま で に わ が 国 の み な ら ず 世 界 を リ ー ド

す る 数 々 の 研 究 成 果 を 挙 げ て ま い り ま し

た。例えば、読み上げ文を音声翻訳するこ

と か ら ス タ ー ト し た A T R の 研 究 は 、 そ の

後雑音などが存在する実環境下において

広い話題に対応可能なコーパスベースの

音 声 翻 訳 手 法 へ と パ ラ ダ イ ム シ フ ト を も

たらせ、実用化の道を切り開いたのはAT

Rの研究成果の一つ と 言 え ま す 。  し か し 、

金 、

携 5l iかりの商
用 サービス開始

図 2  音声翻訳技術の研究開発
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2006年3月に民間基盤研究促進制度の下での音声翻訳に関する研究開発プロジェク トが終了し、 その後研

究資金の面でATR独自で音声翻訳の研究を進めることができなくなりました。そのため、2006年4月よ

り 2 0 0 9 年 3 月 に 至 る ま で N  I C Tのュニバーサルコミュニケーション研究のひとっと位置づけられ、N I

C T の 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト の も と で A T  Rの研究者がAT Rに在籍しっつ研究をするというスキームで継続

して研究が進められました。

また、 A T R発足以来取り組んできた臨場感通信や人間の五感を探求する視聴覚機構の研究や認知情報

科学に関する研究にっいても、音声翻訳技術の研究と同様に2006年以降研究資金面でAT Rの独自プロジ

ェ ク ト と し て 進 め る こ と が で き な く な り 、  N I C Tの研究プロジェクトのもとで発展的に研究が継続され

る こ と に な り ま し た 。

さらに、その後このような形態での研究スキームの継続が不可能になり、2009年4月より、音声翻訳技

術および超臨場感通信の研究に従事している研究者総勢50余名をN I C T に 転 籍 し て も ら い 、 N  I C T け

いはんな研究所において研究が進められ、 現在に至つています。 研究所発足以来長年にわたり諸先輩方が

育み発展させてこられた研究をAT R と し て は 中 断 せ ざ る を 得 な く な り 、  多くの研究者の転籍を余儀なく

され残念な想いで一杯ですが、 転籍された研究者たちがA T R の D  N A を し っ か り と 引 き 継 ぎ 発 展 さ せ 、

N I C Tにおいても世界トップレベルの研究開発成果を数多く挙げられていることを思い、 高度研究人材

の育成といったA T Rが果たすべき役割に一役買つた施策と理解し、 自らをなぐさめている次第です。

ATRの目指すべき方向

A T  R設立から現在に至る25年間、 情報通信技術の目覚しい進歩、発展に支えられ、私たちを取り巻く

生活環境は劇的な変化を遂げ、必要な情報を瞬時に取り出し、意のままに情報発信できる時代が到来しまし

た。 確かに 「いつでも、 何処でも、 誰 と で も 」  という情報化社会として描いていた当初の目標はそれなり

に実現されたかもしれません。 単に情報を運ぶという手段としての通信技術は成熟期に到達したと言える

か も し れ ま せ ん 。 一 方 、 A T R が 取 り 組 ん で い ま す コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 術 は 、 ま だ ま だ 揺 藍 期 で す 。 真

の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 術 と は 、 人 と 人 、 人 と モ ノ 、 モ ノ と モ ノ と が 正 し く 情 報 を 伝 え 合 い 、 理 解 し 合 う

ために必要な道具、様々なバリアを取り除くバリアフリーの世界を実現するための技術です。 心が通い合

うための手助けをする技術です。 脳情報の研究しかり、 生活支援ロボットの研究しかり、 翻訳技術の研究

し か り で す 。 つ ま り 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 術 を 通 信 技 術 と 訳 し て し ま う と 限 ら れ た 狭 い 範 囲 の 研 究 に な

りかねません。 私 た ち A T  Rはこれからも心が通い合うための技術、 すなわち “通心” 技術の研究に取り

組み、 名実ともに国際的な真のコミュニケーション技術の研究開発拠点を目指します。

「国際電気通信基礎技術研究所」よりも「国際通心技術研究所」がより適切な研究所名かもしれません。

あとがき

主に政府系競争的資金をいただいて研究開発を進めているA T R に と っ て は 、  今後も大変厳しい経営状

況が続きそうですが、設立の基本理念に立ち返り、与えられた使命、役割を肝に銘じっつ、引き続き世界

に誇れる最先端の質の高い研究を進めるとともに、 長期的視点に立つて社会に役立つ研究を推進していく

所存です。 そのためにも外部研究機関、 大学、 企業との一層の連携強化を図つてまいりたいと考えていま

す。さらに、研究開発成果の展開、事業化にも積極的に取り組んで行きたいと考えています。また、高度

人材の育成はもとより情報発信の一層の強化に努めていきたいと考えています。

今 後 と も A T  Rをよろしくお願い申し上げます。
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一脳を活かして脳を知る

脳情報通信総合研究所

脳情報研究所

所長 川 人 光 男

脳情報研究所では、 脳 と 情 報 ネ ッ ト ヮー ク を 直 接 繁 ぐ 新 し い イ ン タ フ ェ ー ス  : ブ レ イ ン ・ マ シ ン ・ イ ン タ

フ ェ ー ス ( B M  I )の研究開発を進めています。その実現に向けて、脳の情報を読み出す技術の開発、

ロボットと脳科学に基づく新しい情報通信技術の開発、 ま た B M  I を 使 つ た 新 し い リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン

方法の提案するための研究等を推進しています。

脳情報研究所では、 脳を知るために脳を創り、 脳を創るために脳を知り、 また最終的には脳を創ることが

できる程度に脳を知ることを目指しています。 具体的には、 人間の脳が用いているのと同じ原理で機械、

コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 、  またはロボットが計算問題を解けるという長期的目標を定め、 計算論的神経科

学という手法を使つて、 脳の情報処理にっいての研究を行つています。 近年は、 脳の神経細胞から直接、

もしくは非侵襲脳活動計測法を用いて得た脳活動データから、 ロ ボ ッ ト を 制 御 し た り 、  コ ン ピ ュ ー タ に 入

力を与える技術である、 い わ ゆ る B M  Iの研究開発に重点をおいています。 脳機能解明という視点からも

重要な発見がなされていると同時に、未来の情報通信技術あるいは、 医療、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン へ の 応 用

など、 社会貢献にも大きな期待がかかっています。

その具体例として、2008年12月、神経情報学研究室の神谷之康室長らのグループは、 見ている映像をそ

の人の脳活動から再構成することに成功しました(図1)。本研究成果は、複雑な知覚内容を脳からそのま

まの形で取り出せることを世界で初めて示したものであり、 B M  I な ど 脳 と 脳 を 直 接 つ な ぎ 、 体 を 介 さ な

い情報通信技術の新たな可能性の一つとして期待がかかっています。 本研究では、 実際に見ている画像の

再構成を行いましたが、 同じ手法を用いて、 心的イメージや夢のような物理的には存在しない主観的体験

を、画像として客観的に取り出せる可能性があります。本研究で開発した手法は、心を生み出す脳内メカ

ニズムを探るツールとなると同時に、 医療における心理状態のモニタリングや、脳を介した情報伝達シス

テムの開発など、 さまざまな分野での応用が期待されています。
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図1上段は実験に使われた提示画像、下段は実際に脳活動から再構成された画像



また、 ブ レ イ ン ロ ボ ッ  トインタフェース研究室の森本淳室長ら

のグループは、科学技術振興機構および米国デューク大学と共

同で、サルの大脳皮質活動の情報をネットヮ ークを介して伝送

(米国̃日本間)、 リ ア ル タ イ ム で ヒ ュ ー マ ノ イ ド ロ ボ ッ ト を

歩行させることに成功しました。近年、人の脳がどのように行

動を起こさせるかを解き明かす研究が急速に進展している一

方 、 ロ ボ テ ィ ク ス の 分 野 で も 、 人 と 同 じ よ う に 行 動 す る ヒ ュ ー

マノイドロボットの開発が盛んになってきています。本研究成

果は、 それらの最新技術を融合し、 米国でサルが歩行中の脳活

動情報を記録して日本に伝送し、 日 本 に あ る ヒ ュ ー マ ノ イ ド ロ

ボ ッ ト を リ ア ル タ イ ム で 歩 行 さ せ る 実 験 に 世 界 で 初 め て 成 功

( 図 2 )  したものです。 この成果は、障がいのある方の運動機

図 2  サルの脳活動計測データにより
リアルタイムで歩行再現

能再建や次世代の超々臨場感通信やヒ ュ ー マ ノ イ  ド ロ ボ ッ  トの脳型制御などの社会貢献のため、 神経科学

とロボティクスの技術の融合を実現するための重要な一歩といえます。

また、運動制御・機能回復研究室の大須理英子室長らのグループは、身体運動の制御やリハビリテー

ションに深くかかわる脳内機序の解明を推進、 そこから得られた最新の神経科学の知見、 最先端の脳活動

計測技術、 B M  I技術、 ロボット技術等を利用して、脳の可塑性を誘導し失われた機能を回復するための

リハビリテーション法の提案に取り組んでいます。

未来に向けて_
こ こ  10年間の情報通信における進歩は目覚ましく、インターネッ トを使つて必要な情報を簡単に検索でき

るようになり、音声だけではなく画像や動画による情報通信等が一般的になり っつあります。 その一方、

情報の氾濫、 情報格差、 膨大なェネルギ一消費など、 情報通信の進歩が真に国民生活の質や福祉の向上に

繋がっているかにっいては、 疑問の残るところです。 これらを解決するために、複雑な操作を必要とせず、

思 う 通 り に 操 作 で き る B M  I技術の開発、体の不自由な方や高齢者を含む個人の特性に合わせ、人間の機

能 を 高 度 に 補 う イ ン タ フ ェ ー ス 、  例えば、 脳信号で制御することができる単純作業ロボット、 お手伝いロ

ボ ッ ト 、 介 護 用 ロ ボ ッ ト の 開 発 、  あるいは いつでもどこでも誰でも利用できる未来型情報通信端末(図

3 )  の 開 発 を 通 じ て 、 人 間 と 脳 を 中 心 と し た ヒ ト と 脳 に や さ し い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の あ り 方 を 追 求 し て

ゆきたいと考えています。

図 3  いつでもどこでも誰でも利用できる未来型情報通信端末
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◆ 最近の研究活動一脳の理解に基づ̃タフ ェ 一スの開発

脳情報通信総合研究所

認知機構研究所

所長 今 水 寛

現代の通信網にあふれる情報の多く は、 誰かの脳から発信されたもので、 情報が行き着く先もまた誰かの

脳です。 認知機構研究所では、 人間にとって真に役立つ情報通信技術や通信インタフェースを開発する

鍵 は 、 人 間 の 脳 が ど の よ う に 情 報 を 受 信 ( 知 覚 ・ 認 知 )  し 、 発 信 ( 認 知 ・ 運 動 ) す る か 、 そ の 仕 組 み を

解明し、技術開発に役立てることにあるとの確信に基づき研究を進めています。

主な研究成果
■・
●運動意図を脳活動から推定する

携帯電話などの通信端末は操作が複雑になり、操作方法をマスターできない人は、必要な情報を受け取り、

発 信 す る こ と が 難 し く な る と い う 情 報 格 差 が 拡 大 し て い ま す 。  ま た 、  操 作 で き る 人 で も 、  面倒な操作を

避け、 意 図 し た こ と を そ の ま ま 伝 え た い と 思 つ て い ま す 。  私たちは、 人 を 傷 つ け る こ と な く 計 測 し た 脳

活 動 か ら 、 速 い 運 動 を そ の ま ま 滑 ら か に 再 構 成 す る こ と に 成 功 し ま し た ( 図 1 、  2 ) 。 こ の 成 果 は 、 思 い

通 り に 操 作 で き る ブ レ イ ン ・ マ シ ン ・ イ ン タ フ ェ ー ス ( B M  I ) の 実 現 に 大 き く 貢 献 す る こ と が 期 待 さ れ

ています。 (情報通信研究機構/A T R脳情報通信総合研究所の共同研究)

図 1 : 脳 活 動 か ら 推 定 し た 手 先 の 動 き を

3次元的に示したもの。

● 注意状態を脳活動から推定する

、,●f - - . l・l l_ / '、 -
図 2 脳活動から推定した手先の動きを2次元平面に投影した図,,

URL: http://www.cns.atr .  jp/̃ imamizu/Movie01.mpgの動画をご参照下さい,

情 報 端 末 に 向 か っ て 仕 事 を し て い る と き な ど は 、  間 断 な く 提 示 さ れ る 情 報 を 常 に 選 別 し な く て は な り

ません。 情報端末が、 ユーザがどこに注意を向けているかを察知して、 適切なタイミングで適切な場所に、

重要な情報を提示することができれば、 ユーザは効率良く情報処理を進めることができます。

私 た ち は 、  脳活動からュー ザ が ど こ に 注 意 を 向 け て い る か モ ニ タ リ ン グ す る こ と に 成 功 し  ( 図 3 )  、



“ちょうど良いときに適切な場所に、 重要な

情報を提示する技術”の基礎を築きました。

( J S Tさきがけ/情報通信研究機構の共同

研究)

図 3 脳における注意の制御メカニズムと

イ ン タ フ ェ ー ス へ の 応 用

注意

●脳や末梢神経に刺激を与えて運動や操作能力を向上させる

高齢になるにっれ、筋肉が衰えたり、脳の情報処理効率が低下し、通信機器や物体を操作しにくくなる

ことがあります。私たちは、脳や末梢神経に短時間刺激を与えるだけで、物体操作能力や操作感を向上

させる技術を発見しました。 この技術は高齢者や体の不自由な方の生活の質を向上させたり、 ス ポ ー ツ ・

リハビリテーションに役立つことが期待されています。 (情報通信研究機構での出向研究)

以上の研究テーマ以外にも、 計 算 機 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン や ロ ボ ッ  ト を 使 つ て 、  他の人間の意図を推定する

ことを可能にする脳のメカニズムや、人間同士の共感の仕組みなど、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 円 滑 に 行 う

ためには不可欠な脳機能の研究も行つています。 外界の情報を収集し、 外界に働きかける認知と運動の

仕組みを調べることで、 人問にとって自然で使い易いインタフェースの基礎技術開発を行つています。

未来に向けて_
A T R創設時の研究所のひとっに 「視聴覚機構研究所」 が あ り ま し た 。  この研究所は多くの優れた成果と

研究者を輩出し、終了後20年を経た今でも、脳科学・認知科学・心理学に多大な影響を与え続けています。

私たちもそのような貢献をしたいとの思いから 「認知機構研究所」 と名付けました。

視聴覚機構研究所の頃と比較する と、  脳活動の計測と解析方法は長足の進歩を遂げま した。 私たちはその

ような最新の技術を駆使して、 認知と運動の仕組みの解明に努めていきたいと考えています。 情報通信の

世 界 も 大 き く 変 わ り ま し た 。  夢 物 語 に 過 ぎ な か っ た B M  I は 現 実 の も の と な り 、  日 常 生 活 と の 距 離 も

ぐっと縮まってきています。 こ れ ま で 体 を 動 か す こ と で 、 外 界 に 働 き か け て き た ヒ ト に と っ て 、  B M  I は

体 を 動 か す こ と な く 、 外 界 を 操 作 で き る 全 く 新 し い 道 具 と 言 え る で し ょ う 。  そ の よ う な 道 具 を 手 に し た

と き 、  ヒ ト の 脳 や 心 は ど の よ う に 進 化 し て い く の で し ょ う か 。

道 具 の 使 用 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は 、  ヒ トの脳の進化の大きな原動力であったと言われています。

現代の情報通信はこの両方に深く関わっています。 人問はどこから来てどこに行くのか、 人間の本質とは

何か、 そんな問いに科学的な示唆を与えられる研究を進めていきたいと思います。
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に高精度脳活動推定の実現を目指し て

脳情報通信総合研究所

脳情報解析研究所

所長 佐 藤 雅 昭

手術などの必要が無く、人の脳活動を脳の外側から計測する非侵襲脳活動計測は人の脳情報処理の仕組み

を理解する上で基本となる計測技術です。 我々は、 複数の非侵襲計測法を統合して脳活動推定の精度を

高める手法の研究開発を行つています。 また高精度脳活動推定を用いて、 脳 活 動 に よ る コ ン ピ ュ ー タ や

ロ ボ ッ ト を 操 作 す る ブ レ イ ン ・ マ シ ン ・ イ ン タ フ ェ ー ス ( B M  I ) 技 術 の 開 発 も 行 つ て い ま す 。

非侵襲脳活動計測技術は、 こ の  2o 年問で急速な進歩を遂げてきました。 特に機能的磁気共鳴画像装置

( f  M R  I )  はミリメートル単位の高い空間解像度を持つため、脳の領野毎の機能を解明するために広く

使 わ れ て き ま し た が 、  数秒程度の時間解像度しかないため、 脳のダイナミックな情報処理を調べるには

不十分です。 一 方 、 脳 磁 計  ( M E  G )  は脳活動に伴う神経電流が作る磁場を頭の回りに設置した超伝導

センサで計測するため、 ミリ秒単位の高い時間解像度を持つています。 しかし計測された磁場から脳活動

が 起 こ っ て い る 場 所 を 特 定 す る こ と は 非 常 に 難 し い 問 題 で し た 。  そ こ で 我 々 は 、  空問解像度に優れた

f M R  Iと時間解像度に優れたME Gを確率的に組み合わせることで、精度の高い脳活動推定を実現する

階層変分べイズ法の開発に取り組んできました(図1)。これまで、シミュレーション実験、視覚刺激課題、

運動実験課題などにおける脳活動推定を行い、 この手法の有効性を確認してきました。

図 1  階層べイズ推定による高精度脳活動推定

ま た 、  推定された脳活動をもとに人の運動や行動意図を推定し、 コ ン ピ ュ ー タ や ロ ボ ッ ト を 操 作 す る

B M  I技術への応用を進めています。
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B M I の 実 用 化 を 考 え る と 、  f M R  I や M  E G の よ う な 大 型 装 置 で は な く 、  簡便に日常生活における脳

活動を計測することが望まれます。 そこで我々は、拘束性の少ない脳計測装置である脳波計 ( E  E G )  と

近赤外分光計測(N I R S ) を 統 合 す る 研 究 も 行 つ て い ま す 。  2 0 0 9 年 3 月 に は 、 H 〇 N D A 、 島 津 製 作

所 と 共 同 で 、 E  E G と N  I R Sの同時計測により人が頭の中で考えただけで、AS I M〇を動かすデモを

行 い ま し た ( 図 2 ) 。 図 に あ る よ う に 、 人 が 頭 の 中 で 考 え た 4 種 類 ( 右 手 、 左 手 、 舌 、 足 を 動 か す ) 動 作 を

脳活動パターンから判別し、 各々の動作に応じてA S I M〇を動かすことに世界で初めて成功しました。

図 2  E E G と N  I R S の 同 時 計 測 に よ る B M  I
H 〇 N D A ・ A T R ・ 島 津 製 作 所 に よ る 共 同 研 究 成 果 ( 写 真 提 供 H 〇 N D A )

未来に向けて_
我々は複数の非侵襲計測法を統合して、 高い時間 ・ 空間解像度を持つ脳活動推定手法の開発と、 推定され

た脳活動の解読を行う手法の開発を進めてきました。 これまでの研究で、脳の場所情報は、脳機能との

対応関係や、 脳情報の解読にとって重要な場所を自動的に抽出するスパース推定などの手法により、 かな

り有効に使えるようになってきたと思います。 しかし、 時間情報に関しては、 まだ本当の意味で時間情報

を有効には取り扱えていないと感じています。 脳の情報処理の仕組みを理解する上でも、 脳活動の解読を

行 う 上 で も 、  今後は脳活動からいかに時問情報を取り出すかが重要な鍵になってくると考えています。

このような考えに基づいて、 脳の情報処理ダイナミクスを計算論的脳モデルと組み合わせて脳活動から

推定する手法の開発に取り組んで行きたいと考えています。

また、 汎 用 的 な B M  I を 考 え る と 、  日常生活における脳活動を被験者の負担が少ない簡便な方法で長時間

計測して、大規模なデータを収集し、これを脳活動推定・解読に役立てる方法を開発していくことも重要

な課題だと考えています。

我々の研究所は脳活動推定手法の開発が主ですが、 心理実験、 リ ハ ビ リ 応 用 、  ロ ボ ッ ト 制 御 、  システム開

発 な ど に 関 し て 、 A T  Rの他の研究所、大学、企業と協力しながらBM Iへの応用に取り組んできました。

今後も様々なグループとの共同研究を通じて、 広い意味での脳研究に貢献していきたいと考えています。
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0口ボットが生む'これからの社会メディア ?

情報環境総合研究所

知能口ポティクス研究所

所長 萩 田 紀 博

ネ ッ  ト ヮー ク ロ ボ ッ  ト技術は商店街、 高齢者施設など実環境でロボッ ト と 人 々 と の 社 会 的 イ ン タ ラ ク シ ョ

ンの実験を可能にしました。 こ の 1 年 で 、  この技術に基づき、 多地点で異なるロボットサービスを連携す

る ュ ビ キ タ ス ネ ッ ト ヮー ク ロ ボ ッ ト や 速 隔 操 作 型 ア ン ド ロ イ ド を 開 発 し 、 携 帯 電 話 や ス マ ー ト フ ォ ン に 変

わる新しい社会メディアの研究へ発展しています。

主な研究成果_
● ュビキタスネットワークロボット (多地点ネットワークロボット) の実証実験進む

高齢者らの社会参加の促進、介護者の肉体的・精神的負担軽減などのライフサポート(生活支援)のため

に多地点で利用可能なネットヮー ク ロ ボ ッ ト 技 術 を 開 発 し て い ま す 。 ネ ッ ト ヮー ク ロ ボ ッ ト 技 術 は 、 単 体

ロ ボ ッ ト で は 不 足 す る 能 力 を 他 の ロ ボ ッ ト と 協 調 ・ 連 携 、  セ ン サ ネ ッ ト ヮークによる環境知能との情報共

有、インターネット情報の利用、速隔操作によって補完します。店舗間回遊支援、店舗内買物支援にっい

ては、2009年̃2010年に自宅とショツピングセンタと連携した3地点サービス実証実験、京都府精華町デ

イサービスセンターでは、 高齢者同士のコミュニケーションを支援するロボット連携速隔対話支援実験、

奈良市総合観光案内所では、 観光ガイドを例題に、 一般の方が短時間の学習でロボットを速隔対話操作し

て 、 観 光 客 の ガ イ ド を 行 う 実 験 、 大 阪 府 の ア ジ ア 太 平 洋 ト レ ー ド セ ン タ ー ( A T C ) で は 、 ロ ボ ッ ト 移 動

時の移動物体(ショツピングカートなど)の認識実験を行いました。これらの成果は、国際会議HR I ( 人 ・

ロ ボ ッ ト ・ イ ン タ ラ ク シ ョ ン ) 2 0 1 1 や 学 術 論 文 誌 I E E E  Tr an s . o n  Robot icsなどで発表または掲載される

予定です。

図 1  様々な地点で多地点を想定した実証実験を実施
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●人の存在を伝達する違隔操作型アンドロイドの研究も進展

2 0 0 6 年 に 石 黒 浩 A T R フ ェ ロ ー と 外 見 が 酷 似 し た ア ン ド ロ イ ド  「GeminoidTM HI-1」 (50自由度) を開発し

て以来、ロボット工学と認知科学、脳科学が融合したアンドロイドサイェンス研究が進展しています。2010

年4月に発表した「GeminoidTM F ( ジ ェ ミ ノ イ ド ・ エ フ ) 」 は 自 由 度 を 1 2 に 下 げ て 価 格 を 下 げ た に も か か

わらず、自然な微笑みや怒りなどの表情づけを豊かにしました。人よりも人間らしい人を実現する人間の

マキシマムデザインを追究した成果です。病院の陪席者、 ア ン ド ロ イ ド 演 劇 の 役 者 な ど を ト ラ イ ア ル し て

います。これに対して、2010年8月に発表した「Te l e no i d TM ( テ レ ノ イ ド ) R 1 」 は 人 間 と し て の 最 小 限 の

形「人間のミニマルデザイン」を追究しています。対話に重要な目と口を残し、周辺にむかってぼかした

形を考案しました。 誰もが誰もの姿形を思い浮かべます。 実際、 内 外 の 高 齢 者 と の イ ン タ ラ ク シ ョ ン を 通

じて、認知症者に有効なバリデーションのテクニツク ( ア イ コ ン タ ク ト 、  タ ッ チ ン グ 、 相 手 の 言 う こ と 聴

くなど)が結果として反映されています。2011年3月に発表した、 「 E l f o i d ( エ ル フ ォ イ ド ) P 1 」 は 、 携 帯

電話の次に来る社会メディアを追究しました。 声に加え、 柔らかく肌触りの良い外装と携帯電話サイズの

ボディで、人の存在感を遠隔地に伝える革新的な社会メディアです。一目で人とわかるものでありながら、

男性とも女性とも、幼い子とも高齢者とも見えるデザインを実現しました。

( a )Gemino idTM F ( b )Te l e no i dTM R1

図 3  遠隔操作型アンドロイドの研究

未来に向けて_ ( c ) E l f o i d  P1

(Geminoid,TelenoidはAT Rの登録商標です)

現在、人とロボッ ト の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は ど こ か ぎ こ ち な く 感 じ ま す 。  この1年の成果は、 「ぎこちなさ」

の本質を追究していくと、 人々の行動や集団に溶け込むロボットやロボットシステムが社会メディアとし

て案外うまく浸透できるのではないか、 と い う 印 象 を 持 ち ま す 。 人 ひ と り の 特 性 と い う よ り も 人 々 の 行 動

や目に見えない社会的モラル、感情や仕草に、格む 暗 黙 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン プ ロ ト コ ル 、  ロ ボ ッ ト の 言 う

ことを信ずるかといった哲学的・社会学的・文化人類学的考察、芸術的な考察など、次々とテーマとコラ

ボレーションの可能性が生まれてきます。 これらを徹底的に科学することで、 人々と共生できるアンドロ

イ ド や 人 型 ロ ボ ッ ト が 開 発 さ れ て い く こ と で し ょ う 。 そ れ ら は も う ロ ボ ッ ト と 言 う よ り も “ 新 し い 社 会 メ

デ ィ ア ” と よ ば れ て い る の か も し れ ま せ ん 。  し ば ら く 、 こ の メ デ ィ ア を 追 究 し て み た い と 思 い ま す 。
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◆ 最近の研究活動一_自在にメディアや情報と接する

情報環境総合研究所

メディア情報科学研究所

所長 大 橋 正 良

メディア情報科学研究所では、 人 と 人 を と  りまく実空間の情報の流通に関する研究や、 人間の認知特性を

考慮した3次元画像の評価研究・コンテンツの作成支援など、多彩な研究開発を実施するとともに、これ

らの統合による新たな情報環境を作り出してサービスを生み出すことをめざしています。

主な研究成果_
● 人の視機能にもとづいた3次元立体画像の視覚特性測定・評価

こ の 1 、  2 年 、  3D映像が人気を博しはじめ、 さ ま ざ ま な メ ー カ ー に よ る 立 体 デ ィ ス プ レ イ の 製 品 化 が 加

速しています。 一方、 実物体ではないディスプレイ上の

立 体 画 像 を 見 る こ と で ューザには違和感や疲労が発生

することが知られています。これまで私たちは人間の眼

の調節(焦点)と車富較(両目が距離にあわせて寄ること)

を同時計測可能な装置を用いて、ディスプレイ上の立体

画像を見る際にはこれらが実物体を見る場合と異なっ

た 特 性 を 示 す こ と を 明 ら か に し て き ま し た 。 こ の よ う な

評価を通じ、今後ユーザに違和感や疲労を感じさせるこ

とのない、快適な立体ディスプレイを実現するため評価

技術の確立を目指してゆきます。

●人の認知特性にもとづいたマニュアルのデザイン

家電製品や医療機器などのマニュアルにはより見やすく、 分かりやすい視覚的表現が望まれます。 私たち

letterspacing slze

通dba直
interlinespacing

項圍回將固_-__
1.0 0 . 8 5 0 . 7 0 . 5 5

aspectratio

は認知的ユーザビリティの立場から、 ユ ー ザ フ レ ン  ド リ ー な マ ニ ュ ア ル と

は何かを実験的に検証しています。 こ れ ま で 、  印刷会社との共同研究を通

じ 、 限 り あ る ス ペ ー ス で マ ニ ュ ア ル を よ り よ く デ ザ イ ン す る た め に 、 心 理

実験や生体信号計測等の方法を使い、知覚・認知・情動レベルでの文字の

読みやすさ、 認知のしやすさの評価を進めてきました。

● ュビキタスサービスプラッ トフォームの研究開発

9機関で進めた総務省委託研究Cross UBIQuitous p l a t f o r m ( C U B  I Q ) プ ロ ジ ェ ク ト 代 表 機 関 と し て 、

A T R は ュ ビ キ タ ス ネ ッ ト ヮー ク に お け る サ ー ビ ス プ ラ ッ ト フ ォ ー ム に 関 す る 研 究 開 発 を 実 施 し て き ま し
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「あなた」の情報を適切に制御する技衛

た。 A T R は H  o R U S と 名 づ け た ューザの実空間/仮想空間のプロファイ

ル情報 (各種ユーザ情報や行動履歴など) を流通させるプロファイルデー

タべースの開発を進めるとともに、 プラットフォーム上に存在するオブジ

ェ ク ト 間 を 疎 に 結 合 さ せ る ア ー キ テ ク チ ャ ス タ イ ル と し て 、 W  e b で よ く

知 ら れ た R  E S T f u 1 イ ン タ ー フ ェ ー ス の ュ ビ キ タ ス 環 境 へ の 適 用 に っ

い て 複 数 機 関 で 連 携 し

て検討を進めま した。

平 成 2 2 年 1 1 月 ̃ 1 2

月には、関連プロジェク

トを含め全 16機関が参加した “ ユ ビ キ タ ス パ ー ク  i n

柏の葉”と名づけた実証実験を柏市にあるショツピング

モールで実施し、A T Rは、実際にモールに訪問される

お 客 様 向 け に “ タ イ ム リ ー & タ イ ム リ ー ” と 名 づ け た 実

証実験にCU B I Qの多くの機関とともに参加し、ショ

ッ ピ ン グ モ ー ル に 今 起 こ っ て い る 出 来 事 を ュ ビ キ タ ス

端 末 や サ イ ネ ー ジ を 使 つ て リ ア ル タ イ ム に 伝 え る サ ー

ビ ス を 試 行 し ま し た 。

未来に向けて_ Ubiquitous termina1

Digitalsignage

タ イ ム リ ー & タ イ ム リ 一実証実験

ここ数年、 情報は、 広帯域化したネットヮー ク を 通 じ 、  テ キ ス ト  ・ 音 声 ・ 静 止 画 ・ 動 画 ・  3 D な ど 多 様 な

形態で私たちの周りに爆発的な勢いで増大してきました。情報に接すると言うよりも、一人ひとりが単独

では決してさばき切れぬ膨大な情報と絶えずっきあわねばならない状況となってきました。 情報はもはや

単に貰つて置いて貯めるものではありません。 情報がフローとして私たちの周りに流れっつある中で、 ユ

ーザは自分にとって必要なもの、 重要なもの、 魅力的なもの、 価値を感じるものを主体的に選び、 取 り 上

げ、 アクセシブルに配備するとともに、 合わないものを積極的に棄却してゆくプラクティスが必要になっ

て き た と 感 じ ま す 。  またこの情報は、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 彼 方 に 示 さ れ る W  e b の 情 報 も 数 多 く あ る で し ょ

うが、今後より身近に人々の実生活、実活動に根ざした情報の比率が高くなるべきと思います。つまり自

分にあった情報が質・量ともに自分に望ましい形で身の回りに配備される、 そういった情報を適切に活用

することにより、人々は生産性を高め、活動領域を広め、多様な社会性を獲得し、人間生活の質をこれま

でになく豊かに向上させてゆくことができると信じています。

私はこれを生活者にとっての情報環境と呼ぶべきものと考えております。 例えば住まいでは広さ、 快適

さ 、  清潔、 省エネなどいく っかの指標による価値尺度が存在し、 多様な観点があり っつもそれらを満足す

べく、技術を発展させ、その結果として総合的な生活環境が進化しています。これと同様に、情報に関し

ても研究開発を進め、 多角的にその取り扱い環境を進化させ、 その上でューザが充実した情報環境を享受

で き る よ う 努 め る こ と が 、  これからの社会にとって重要であり、 メディア情報科学研究所が目指さねばな

らない目標であると考えます。
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0新世代の無線通信システムの実現に向けて

情報環境総合研究所

適応コ ミュニケー ション研究所

所長 小 花 貞 夫

私たちの生活の安全・安心、 環 境 ・ 効 率 、  快適・利便の向上を図る将来のュビキタスネッ ト社会を支える

新世代の無線通信システムの実現に向けて、 携帯電話の基地局や無線L A N の ア ク セ ス ポ イ ン ト 等 の 通 信

イ ン フ ラ を 使 わ ず に 端 末 ど う し が 直 接 通 信 す る ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ヮーク技術、 電波の周波数資源を効率的

に利用するコグニティブ無線技術やその応用技術の研究開発を進めています。

● クルマどう しのコミュニケーションで事故を防ぎ

ます

クルマの衝突事故を減らすため、 ク ル マ ど う し が 通

信して位置や速度等の情報を頻繁に通知し合い、 建

物等の陰から接近するクルマの存在をカーナビの画

面や音声等でドライバに知らせて安全運転を支援す

るIn te11 i gen t  Transport S y s t e m s ( I  T S ) 車 車 問

通信技術を開発しました。 クルマの台数が増えると

信 号 の 到 達 が 遅 れ た り 通 信 不 能 に な る こ と が あ る 無 線 L A N に 基 づ く 従 来 の 方 式 ( C S M A / C A 方

式) の問題を解決するため、 複数の周波数と拡散符号を組み合わせて、 クルマの台数に関係なく常に少

ない遅延時問で確実な伝送を可能にするMult i-c a r r i e r & M u l t i-code Spread ALOHA(MM- S A )

方式を考案しました。 自動料金支払システム ( E  T C )

による実際の道路上での実験を通じてその性能を確

認し、実用化の見通しを得ました。現在標準化会議

に提案中です。

●多数の人:や機械が繋がる無線ネットワークを快適

にします

イ ン タ ー ネ ッ ト の 技 術 ( I  P技術)を使つた電話機や、

ゲ ー ム 機 、 ビ デ オ カ メ ラ 、 セ ン サ 等 の 多 く の 機 器 が

基地局やァクセスポイントを介さずに無線でっなが

と 同 じ  5 . 8 G  H z帯の電波を使い、 試作装置

る ア  ド ホ ッ ク ネ ッ  ト ワ ー ク や メ  ッ シ ュ ネ ッ  トワークの通信を快適でスムーズにするための技術を開発
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しました。 多く の機器が繁がる無線ネッ ト ワ ー ク で は 、  一度に行う通信の量が増えると信号が混雑し

て 通 信 が で き な く な る こ と が あ り ま す 。  このような状況を防ぐため、 混 雑 し て い る ル ー ト を 迂 回 し た

り 、 パ ケ ッ ト ど う し を 結 合 ・ 合 成 し て 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク を 飛 び 交 う パ ケ ッ ト の 数 を 減 ら し て 混 雑 を 緩

和 す る こ と に よ り 、 通 信 を 途 切 れ に く く ス ム ー ズ に し ま す 。

● 電波の周波数資源を有効に利用します

逼迫している電波の周波数資源を有効に利用できる

ようにするため、電波の利用状況に応じて複数の異

なる無線メディアを最適に使い分けたり同時に利用

するコグニティブ無線技術の研究開発を行つていま

す。電波の強さ、混み具合、通信速度、再送頻度や

遅延時間などの電波の利用状況を常に監視し、 無線

ネ ッ ト ワ ー ク を 最 適 に コ ン ト ロ ー ル す る こ と に よ

り、電波の混雑を避けて高速で安定したインターネ

ッ ト ア ク セ ス が 可 能 と な り ま す 。  また、 通 信 の ト ラ フ イ ッ ク を 、  W i M A  X等の公衆網や自宅やォフイス

に 設 置 し た 無 線 L A N ( W  i - F i )等の自営網にそれぞれの特性に合わせて振り分け、特定の無線メデ

ィアだけが混雑しないようにバランスを図ります。 さらに、他の端末を中継して基地局からの電波が直接

届かない端末からも通信することが可能です。

未来に向けて_
今後の高齢化社会に向けたお年寄りの交通安全や、 C 〇 2排出量の少ない環境にやさしい通信ネッ ト ヮ

ークの実現に取り組んでいきます。

●携帯無線端末が歩行者の交通安全を見守ります

歩行者を交通事故から守るためには、携帯電話や杖

などに組み込まれた高機能な小型無線端末が有す

る 、  位置や加速度等がわかる種々のセンサを使つて

歩行者とクルマの動きを把握し危険を予測して、 歩

行者に知らせたり、電波の混雑を避けてクルマのド

ライバに確実に知らせる技術が重要となります。 そ

の技術の開発と実用化に向けて歩車間通信技術の研

究開発に新たに着手しました。

● 無線通信機器の“つけっぱなし”をなくします

無線通信機器の消費電力を減らしてC 〇 2 排出量を削減するためには、 こ れ ま で  “つけっばなし” に な っ

ていた家庭やォフ イ ス に あ る 多 く の 無 線 L  A N ア ク セ ス ポ イ ン ト 等 を 必 要 無 い と き は  “ ス リ ー プ ”  させ、

ユーザが使いたい時にだけ瞬時に起動させる技術が必須となります。 その技術課題の解決に向け電波オ

ン ・ デ マ ン ド ・ ネ ッ ト ヮークの研究開発を開始しています。将来は無線LANだけでなく様々な無線通信

機器にも適応対象を広げていきます。
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0快適な移動通信による新領域の開拓を目指して

情報環境総合研究所

波動工学研究所

所長 上 羽 正 純

近年、 携帯電話や無線L A Nをはじめとする移動通信システムは至るところに浸透し、 ビジネス及び生活

の必需品となっています。 それらがいつでもどこでも快適に使えるよう、 無線リソースの効率的な利用技

術により無線通信システムの性能を向上させるとともに、 異なる技術分野と融合させることで新たな領域

を開拓し、 サービス創出に貢献します。

主な研究成果_
電波の周波数は使用する無線通信システムに応じて周波数帯及び帯域幅が細かく決められており、同時に通

信可能なチャンネル数が決まっています。 今後、 携帯電話及び無線L A Nなどの移動通信システムは劇的

な利用者の増加及び新たなサービスが予想され、 用意されているチャンネル数では不足すると予想されて

います。 波動工学研究所では、 これを解決する手段の一つとして低マイクロ波帯を使用する無線L A N に

おいて空間を用いることで面的周波数利用効率を向上させる、 空問分割多重と呼ばれる手法を小型端末へ

適用可能にする技術の開発を行いました。 さらに、それでもチャネル数不足が解消されない場合も想定し、

現在未使用のミリ波帯を使用する超高速ギガビット無線L ANを実現する技術を開発しました。

●空間分割多重(SDM)の小型端末への適用技術
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通信相手のみに電波の飛ぶ方向を制限することができれば、他の端末に影響を与えずに同じ周波数を使用

す る こ と が で き ま す 。  この考えに基づき、 ノ ー ト P  Cに実装可能な程度に小型で、電波を絞つて送信、 あ

るいは受信したい方向のみに感度が高くなるようなビーム形成が可能な、 逆 F 型 M  u P A R ア ン テ ナ を 開



発 し ま し た 。  さ らに、 無線通信中に干渉となる電波が到来した場合でもそれを即座に検知し、 その方向に

アンテナの感度が低くなるようにビーム形成をし直す、干渉除去技術及びMACプロトコルを開発しまし

た。 これにより面的周波数利用効率が4倍以上に向上します。

●超高速ギガビット無線LAN用ビーム方向切替セクタアンテナ

ミ リ 波 帯 は G  H z以上の周波数帯域が システムイメージと要素技術

確保可能であることから、 ギ ガ ビ ッ  ト ク

ラスの高速伝送が期待されています。 し

か し 、  自由空間での伝搬損失や強い直進

性、 高い回路内損失が実用化を困難にし

ています。そこで、利得向上のためのビ

ー ム を 絞 れ る 導 波 管 ス ロ ツ ト ァ レ ー 、 そ

し て カ バ ー エ リ ア を 広 く す る た め に 、 ス

ロ ツ ト ァ レ ー を セ ク タ と し て 複 数 ス ロ

ッ ト で 構 成 す る 切 替 セ ク タ ア ン テ ナ を

開 発 し ま し た 。 こ れ ら の 技 術 に よ り 、 各

セ ク タ の カ バ ー エ リ ア 内 で の ギ ガ ビ ッ

トクラスの伝送速度を実現するとともに、

きます。

未来に向けて_
携帯電話や無線L A N が 益 々 ブ ロ ー  ド

バンド化するにっれて、人々が場所を

問わずに大容量の情報を送受信する環

境 が 整 つ て き て お り ま す 。 更 に 、 様 々

な機器から機器への通信のためのアク

セ ス 手 段 と し て ブ ロ ー ド バ ン ド 移 動 通

信システムの役割が大きく期待されて

います。大容量のリアルタイム情報は、

信頼性の高いサービスを実現するため

の第一歩です。このような情報を用い

る こ と に よ り 、 例 え ば 従 来 見 守 り が 中

心 で あ っ た サ ー ビ ス ロ ボ ッ ト に 運 搬 ・

ーバー

セ ク タ を 切 り 替 え る こ と に よ り 複 数 の 端 末 を 収 容 す る こ と が で

地下識・駅

移 動 支 援 を さ せ る こ と も 可 能 と な り 、  駅等での乗換場所における運搬・移動支援サービスにより少子高齢

化対策に貢献することも可能になります。このように私たちは、ブロードバンド移動通信システムの性能・

利便性を向上させるとともに、様々な領域との融合により新分野開拓・新サービス創出に貢献できる研究

開発を推進します。
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〇 関連会社における研究成果展開一研究成果展開のあゆみ

株式会社 ATR-Promot i ons

代表取締役社長 正 木 信 夫

はじめに

_ ・

ATRは創立以来25年間の研究の成果として、データベース 、 ソ フ ト ウ ェ ア 、 さ ら に は 様 々 な ノ ウ ハ ウ ま

で数多くの知的財産を蓄えてきました。 この膨大な資産を広く世の中に活かすことは、研究成果の学術的

な発表と同様にA T Rにとって重要な使命と言えます。 ここでは、 創立以来の研究成果展開のあゆみを、

組織とその時々の方針の変遷ならびに、 市場に供された製品やサービスの紹介により振り返ります。

A T R開発室 ・ 技術リ ェ ゾンセンタによる成果展開_ l

1986年、 A T Rで最初に設立された㈱A T R自動翻訳電話研究所がまず着手したのは研究素材となる音声

データベースの構築でした。 A T Rはその翌年このデータベースを研究用に販売しています。 こ れ が A  T

R成果展開第1号です。 しかし、成果展開が本格的に開始されるのは1993年に開発室が設置されてからで

す。 開発室はAT Rの研究成果の普及・販売を目的として、 当初は田島孝室長以下10名で発足しました。

当時のラインナップには、 音声データベースの他、 日本人にとって難しい英語音の聞き取り練習のコンピ

ュ ー タ 用 ソ フ ト ウ ェ ア 「 A T R  Hearing S c h o o 1 」 も 含 ま れ て い ま し た ( A T R ジ ャ ー ナ ル 1 4 号 ) 。 こ れ は ㈱

A T R視聴覚機構研究所ならびに㈱A T R人間情報通信研究所の研究成果に基づく製品です。

2001年、開発室は開発センタに名称を変えますが、その直後2002年には技術リェゾンセンタとして改組

されました。内田國昭初代センタ長はATRの研究部門とパートナ一企 業 と の 「 橋 渡 し ( リ ェ ゾ ン ) 」 が セ

ンタの最優先課題であることを強調しています ( A T  R ジ ャ ー ナ ル 4 8 号 ) 。  この時期同センタは、 A T  R

設立以来行われてきた音声情報処理ならびに顔画像処理研究に基づく成果展開として、 音 声 合 成 ソ フ ト

「 W i z a r d V o i c e 」 や 目 ・ 鼻 ・ 口 の リ ア ル タ イ ム 検 出 ソ フ ト 「 a c c F a c e 」 を 販 売 し ま し た 。
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ATR-Promot i ons設立と関連会社による成果展開

2004年に、 成果展開をよ り積極的に推進する施策と してグループ会社構想が立てられ、 その中核となる㈱

ATR-Promot i onsがAT R の 1 0 0%出 資 に よ り 設 立 さ れ ま し た  ( A T  Rジャーナル53号)。初代の平川邦昭

代表取締役社長の下、研究成果の技術移転業務の他、製品の開発・製造・販売、新事業の開拓が積極的に

行われました。その結果、現在は各種センサ等の販売、携帯端末による博物館の展示物情報・テーマパー

クのイベント情報あるいは絵地図や古地図等の情報を提供するサービスの提供、 さ ら に は f  M R  I 等 を 用

いた脳研究支援やコンサルティングサービスの提供等、 多用なニーズに対応する事業体に変貌しています。

グループ会社構想におけるATR-Promotionsのもう一つの役割は、 A T R技術を活かした製品開発を行い、

これを販売するべンチャ一企業を逐次設立することでした。 この趣旨で2005年に設立されたべンチャ一企

業第1号が㈱ATR-Roboticsです。 A T  Rの最先端ロボット技術を基に開発されたRobov i eシリーズの販売

を行つています。 同年、 音声技術移転業務と音声データベース販売のための㈱ATR-Langが設立されました。

同社はその後2007年に携帯電話のソフトウェア技術を持つ㈱フュートレックが資本参加し、㈱ATR-Trek

と し て 生 ま れ 変 わ り ま し た 。  現在、 A T  Rで育まれた音声技術と㈱フュートレックの携帯電話技術が融合

した携帯電話による音声入出力・翻訳サービス(「しやべって翻訳」等)を事業展開しています。

その後2008年には㈱内田洋行と共同出資で、A T Rで培われた聴覚音声研究の成果に基づく語学学習支援

製品の販売等を目的として、ATR Learning Techno1ogy㈱が設立されました。現在ATR CALLの名称で学校

や企業向けシステムを販売し、 P C利用の英語塾も展開しています。 また、 2009年には、 A T  R の セ ン サ

技術と解析技術に基づく 「運転技能自動評価システム」 の販売を日的とする㈱ATR-Sensetechを設立しま

した。 同社はシステム開発時から協力関係にあった㈱山城自動車教習所との共同出資会社で、 この評価シ

ステムを全国の自動車教習所等、 運転評価を必要とする事業所に向けて販売展開しています。

A T R技術の迅速な成果展開を目指して

A T R は 環 境 ・ 安 全 ・  高齢化等の新たな課題を科学技術により解決していく使命があります。 そこで開発

された技術はATR-Promot ionsを始めとする関連会社が迅速に実用化することが求められています。 A T

R関連会社は新技術をタイムリーに展開する体制を確立し、 今後も世の中に貢献してまいります。

A T Rの研究成果展開のあゆみ(2004̃2010年)
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m象j基解元。m展。理書。j?究支援を推進する株式会社 ATR-Promotions

株式会社 ATR-Promot i ons

代表取締役社長 正 木 信 夫

はじめに_
2004年AT Rグループ会社構想が立案されました。 その骨子は、 第 1 に A T  Rの成果展開を積極的に推進

するために㈱ATR-Promot ionsをATRの100%出資により設立すること、第2に事業性を見極めた上で、A

T Rの成果に基づく製品を販売するべンチャ一企業を、 ATR-Promot ionsの子会社として立ち上げることで

した。 ここでは、 このような経緯で設立されたATR-Promot ionsのあゆみを振り返るとともに、現在の事業

内容を紹介します。

研究者向けのデータベース ・ ソフ トウェア ・ センサデバイスの販売

25年前にA T Rは音声や顔の研究を開始しました。 しかし、 当時は研究の材料とな

るデータベースも整備されていませんでした。 A T Rはまずデータベースを整備し

ま し た 。  A T R が そ の 黎 明 期 に 整 え た デ ー タ ベ ー ス は 、 デ フ ァ ク ト ス タ ン ダ ー ド と

して使用され続けています。 ATR Promot ionsはこのデータベースや関連ソフトウェ

図 2  : 人位置計測システム

アを今でも販売しており、 音声や顔の研究に新規

参入する研究者を支援しており ます。

ATR PromotionsではA T Rの研究過程で生まれ

た セ ン サ デ バ イ ス も 販 売 し て い ま す 。 図 1 は

図 1 : 3 世 代 の 小 型

無線センサ

2006年以来販売を続けている、 人の手足の動きを加速度等で捉えて無線

で送受信できるセンサです。 これまでに角速度センサの搭載、 測定レン

ジの拡大などの改良を重ね累計2500個の販売実績があります。現在、 3

世代目のセンサを販売中です。 図 2 は  「人位置計測システム」 です。

毎秒40回、 赤外線レーザレンジファインダから得られる情報に基づき、

人の移動状況の観測等が可能です。 商業施設等での人の動向調査やデジ

タルサイネージとの連携等、 応用範囲の広いセンサデバイスです。

携帯端末で学び遊ぶシステムの販売_
美術館や博物館に直接行つて展示物を見学・鑑賞することの醒醐味は、 お目当ての作品と直接対面し、 写

真やディスプレー画面からは得られない微細な質感や光沢を確認できることでしょう。 さ ら に 、  これまで
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知らなかった情報をその場で得るこ と が で き 、  また関連する展示物が紹

介 さ れ れ ば 、 感 動 は さ ら に 深 ま る こ と で し ょ う 。 「 ミ ュ ージ ア ム メ デ ィ ア 」

はゲーム機等の携帯端末上にネッ ト ヮー ク経由で展示物の情報を提供す

るシステムです。 ATR P r omo t i o n sはミュー ジ ア ム メ デ ィ ア シ ス テ ム の 構

築とコンテンツの作成を支援します。 図 3 は そ の 野 外 版 と も 言 え る 、 太

秦映画村で稼働中のイベント情報案内シ

図 4  : iPhone/ iPad用

「 こ ち ず ぶ ら り 」

ス テ ム  「映画村でD S 」  です。

2010年、 ミ ュ ー ジアムメディアの情報提

供は、 野外活動に必須の地図にまで広が

ーー一 l 一_ -ll

図 6 強力な脳研究

支援体制

_
、1.' 、:1Jl

,J

0
l_;l l

り ま し た 。  観光地やテーマ パー クでは絵地図
図 3 : 太 秦 映 画 村 の

が活躍します。 あなたがその絵地図の何処に
「映画村でDS」

い る の か わ か っ た ら 次 に 何 処 に い け ば よ い

の か も す ぐ 分 か り ま す 。  そんな世界を実現したのがiPhone/ iPad用地図ア

プ リ の 「 ち ず ぶ ら り 」 で す 。 図 4 は こ の 「 ち ず ぶ ら り 」 を 古 地 図 の 表 示 に

応 用 し た 「 こ ち ず ぶ ら り 」 で す 。  この地図を手掛りに町歩きをすれば、思

いがけず歴史的ランドマーク を 発 見 で き る か も し れ ま せ ん 。

脳研究者へのソリューショ ン提供

2000年にA T Rに設置された脳活動イメ ージングセンタは、 静磁場強度1.5

テ ス ラ の M R  Iを導入して脳研究者への研究支援を開始しました。 そ し て 同

センタは2006年にATR-P r omo t i o n s内の組織となりました。 現 在 2 台 の

3 テ ス ラ の M R  I ( 図 5 は 2 0 1 0 年 7 月 稼 働 の

Siemens社Ver io )  な ら び に 4 0 0 チ ャ ン ネ ル の

M E G ( 脳 磁 計 測 装 置 ) を 駆 使 し た 、 様 々 な 実

験が可能です。 装置は専門の医療放射線技師ら

が操作し、 信頼度の高いデータを提供します。

また、 実験計画立案のためのコンサルティング

から刺激呈示に必要なブログラム作成さらには

図 5  : 2010年稼働

の f  M R  I 装 置

分析まで支援する、他に類を見ない脳研究のための総合支援施設です(図6)。

ATR-P r o m o t i o n s は こ れ か ら も A  T Rの研究成果の技術移転業務、 研究 ・ エ

ン タ テ イ メ ン ト の た め の 製 品 開 発 、  研究支援の分野においてサー ビス内容

をますます充実させていきます。

(最新情報は、 ホームべージ http://www.atr-p.com/ を ご 覧 く だ さ い 。 )
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通A表基差流。に業注sを提供する株式会社 ATR-Robotics

株式会社 ATR-Robot i cs

代表取締役社長 高 橋 真 知

はじめに_
ロボットが私達の生活に入り込み、 人間と共存する社会はもうすぐそこまで来ているという思いを抱く人

も 少 な く な い で し ょ う 。  しかし、 実際にはロボットなどとは無縁という人も多いはずです。 こ の ギ ャ ッ プ

を埋めるためには、 もっと身近にロボットに触れ、 知つてもらう機会を増やすことが必要です。 子供にも

大人にも、 そして研究者にも素人の方にも、 ロボットの楽しさを知つていただくために、 ㈱ATR-Robotics

は、㈱ATR-Promotionsが100%出資する子会社として2005年に設立されました。

事業内容_
当社は事業として以下の4項目を掲げています。

(1) ロボット関連技術の成果展開及びロボットの販売

( 2 ) 研 修 、 セ ミ ナ ー 、  コンサルティングその他の技術普及に関する企画及び実施

( 3 ) 展 示 会 等 イ ベ ン ト へ の ロ ボ ッ ト の 貸 し 出 し

(4)研究機関の研究支援業務

現在の事業の中心はA T Rが開発したRobovie シリーズの企画 ・ 販売です。 ニーズに合わせて変化をとげ

てきたRobov i eシリーズには、一般向けの組み立てキット商品6タイトル(Robov i e X 等 ) と 、 研 究 ・ 教 育

機 関 向 け の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 用 ロ ボ ッ ト 2 タ イ ト ル ( R o b o v i e mR2(写真)等)があります。

今後の展開_
今後も、 多くの方々に様々なRobovieを使つていた

だ く こ と を 通 し て 、  ロボット技術の普及に努めると

と も に 、  ロボットが活躍できるセンサ技術を使つた

空間も含めた、 新しいロボットとの生活空間を提案

し 、  実現していきます。
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eA願まA概声技術を応用展開する株式会社 ATR-Trek

株式会社ATR-Trek

代表取締役社長 西 田 明 弘

はじめに

_
A T  R の 音 声 認 識 ・ 翻 訳 技 術 と ㈱ フ ュ ー ト レ ッ ク の 組 込 ソ フ ト 開 発 技 術 を 融 合 し 、  音声認識技術の展開を

目的として両社の共同出資により2007年5月に設立いたしました。携帯電話向け音声翻訳サービスや音声

認 識 ソ リ ュ ー シ ョ ン を 提 供 し て い ま す 。

事業内容_
(1) 携帯電話向けコンテンツサイトの運営とサービス提供

2007年、 i モ ー ド サ ー ビ ス 「 し や べ っ て 翻 訳 日 英 版 」 の サ ー ビ ス を 開 始 い た し ま し た 。 こ れ は 、 ㈱

NTTドコモの携帯電話端末に日本語(英語)を話しかけると、英語(日本語)に翻訳され、さらに音

声合成により読上げされるサービスです。北京オリンピックが開催された2008年には、 「しやべって

翻訳 日中版」のサービスも開始いたしました。

(2 )音声認識、翻訳技術の開発

㈱ N T  Tドコモの携帯電話向けに、音声認識の要素技術を提供しており、最近では、2010-2011冬春モ

デルに当社の「音声対話技術」が搭載されました。「〇〇さんへ電話」と携帯電話に話しかけただけ

で電話がかかるなどの機能は、 この技術によるものです。 また、 国や地方自治体と共同で自動音声翻

訳の実証実験を実施しています。 2009年度には総務省の 「地域の観光振興に貢献する自動音声翻訳

技術の実証実験」を実施いたしました。

今後の展開_
㈱ATR Trekは、音声認識、音声合成、翻訳技術の性

能向上を図り、①音声による携帯電話等の機器操作

の簡略化、 ②音声による多様な文章入力、 ③多言語

音声翻訳、を実現します。そして、これらの技術を

利 用 し た 新 し い サ ー ビ ス の 開 発 を 行 な う と 共 に 、

様々な分野での実用化を目指します。

* 「 i モ ー ド 」  は ㈱ N  T Tドコモの登録商標です。
携帯電話で使用でき る

「しやべって翻訳 日中版」
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経研A究TR成L果e器e英c買高構 整t差展開するATR Learning Technology 株式会社

ATR Learning Technology株式会社

取締役会長 山 田 玲 子

はじめに-
A T Rが設立された1986年に、 ㈱ A  T R視聴覚機構研究所において音声の知覚・生成・学習に関する基

礎研究が開始されました。 その研究は人間の外国語学習支援システムへの応用研究として、 ㈱ A  T R 人 間

情報通信研究所、人間情報科学研究所に、継承されました。研究の開始時より、多くの方々から外国語学

習教育への応用にっいてご期待いただきました。 そ の よ う な 声 に 支 え ら れ 、  (1)研究成果である発音重視

の学習方法、 (2)音声情報処理技術、 (3 )学習者のニーズの3点を取り入れた製品開発を行い、 英語教育市

場に進出することを決意し、 A T  Rの技術成果展開を業とする㈱ATR Promot ionsと文教市場に精通して

いる㈱内田洋行の合弁会社として2008年に当社を設立し、 製品開発と拡販を行つています。

事業内容_
( 1 ) 文 教 市 場 を タ ー ゲ ッ ト と し た e ラ ー ニ ン グ シ ス テ ム ( 商 品 名 : A T R  CALL BRIX)の開発と導入を目指

し、 初等教育から高等・生涯教育まで一貫した教育カリキュラムに基づいた設計を行つています。

( 2 )小学生を対象とした塾(名称:ATR C A L L 英 語 塾 f o r ジ ュ ニ ア ) を 運 営 し 、  I C T 、  ドリルを利用し

た学習と講師主導のアクティビティをブレンドした新たな英語教育の形の創生に取り組んでいます。

( 3 ) A T  Rの音声情報処理技術を利用したソフトウェア開発を行つています。 自社開発、 受託開発の双方

を行つています。

今後の展開_
ATR CALL BR IXにT〇E I Cを代表とする検定試

験対策など、 ニ ー ズ の 高 い コ ー ス コ ン テ ン ツ を 追

加 す る 予 定 で す 。 2 0 1 0 年 度 に は 、 T 〇 E  I C を

実 施 し て い る E  T S社の公式問題集コンテンツを

迫加し、大学や企業に着日 していただいています。

中期的には文教市場を主軸とし、 長期的には企業

やコンシューマ市場での展開を通じて、 A T  R の

研究開発成果を世界中の語学教育に役立てること

が で き る よ う 推 進 い た し ま す 。
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mセ表基班 をA手運Ri書 業構 調 する株式会社 ATR-Sensetech

株式会社ATR-Sensetech

代表取締役専務 清i野 晃

はじめに_
当社が商品化した 「運転技能自動評価システム」 は㈱国際電気通信基礎技術研究所 ( A  T R )  が開発した

ユビキタスセンシング技術、 行動理解技術、 ノイズ除去技術と、 初心運転者教育事業を行つている㈱山城

自動車教習所の得意とする安全運転評価を基に自動車運転者の安全運転を支援する機器と して開発をいた

しました。このシステムを実用化・事業化するため、㈱ATR-Promotions と㈱山城自動車教習所は新たに2009

年2月に㈱ATR-Sensetechを設立いたしました。

事業内容_
_ _ オ ブ ジ ェ  _ _

当社が開発商品化した運転技能自動評価シスァム「Driving Doctor Ob je t」は、運転者の運転技能を客観

的に評価することにより、運転者が気づかなかった癖や改善すべき点をアドバイスすることで、交通事故

を未然に防ぐ予防安全を目指しています。

このシステムは、 運転者の頭と右足に取り付ける小型のモーションセンサ、 車両に取り付ける全地球測位

シ ス テ ム ( G  P S )、パソコンに入れる自動解析ソフトから構成されています。運転者の体の動きや車両の

動きを正確に測定し、 運転終了後パソコンに収集したセンサ及びG P Sデータを入れるだけで瞬時に運転

技能を評価し改善点を指摘します。 当社のシステムは運転後すぐに判定が出来る点、 機械による客観的な

判断である点がプロ ドライバーを抱える企業から高い評価をいただいています。

今後の展開_
運転技能自動評価システムは、 大掛かりな機器を必

要とせず、 客観的データを提供できるため、運輸物

流企業では交通事故を削減し、 経費や企業イメージ

ダ ウ ン に よ る 企 業 損 失 を 大 幅 に 減 少 さ せ る こ と が

期待できます。また、運転教育機関では運転者再教

育や高齢運転者教習等の新たな事業も注日されて

きています。 今後は、 当社のシステムがさまざまな

現場で活用され、 交通事故防止が図れることで交通

安全のお役に立てることを日指してまいります。

運転技能自動評価システム

「Driving Doctor 3bj;ェt 」 の

システム構成と評価画面表示例

4 1
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● 安定的な資金供給を

元旦の日経の第一面に、我が国の抱えている深刻な課題が載つていた。 日 く 、 人

口減少と少子高齢化の同時進行、 年金など社会保障制度の破練に現実味、 10年を

超える長期デフレ、20年後にはGD Pが中国の4分の1に、国・地方の債務残高、

数年後にGD Pの2倍に、 と。 これらの打開には、 人材を育成し科学技術立国と

して再生していく他に解決の道筋はない。

この4半世紀A T Rは新しいタイプの研究所として優れた実績を残し、 大方の期

待に応えてきた。 しかし当初から懸念されていた研究資金調達の脆弱さが顕在化

し、 この改言無しに一層の発展は覚東なくなっている。現在、ATRは安定的な

研究資金が約束されている訳ではなく、多くの場合、競争的資金の獲得を日指し

て研究計画を立てざるを得ず、 バランスのとれたプログラムの遂行が容易ではな

くなっている。安定的な資金供給が必須であり、こうした支援の枠組みを再検討

する時期に来ている。

● 研究はビジョンだ、 夢を追つて時代を駆け抜けよ!

1985年、翌年春のATR設立の準備に向けた技術事務所で、私は、ATRで実施

すべき研究プロジェクトの計画書の作成に追われていた。 当時、私がもっとも腐

心したのは、ATRの設立理念をかなえるため、研究プロジェクトとして「何を

やるべきか!」ということだった。それは、大学や民間研究所ではやれない「夢

のある研究」 であり、 なおかっ、 一般国民にとっても理解しやすいことが求めら

れる。情報通信の未来テーマとして議論されていた「自動翻訳電話」というビジ

ョンは打つてっけだった。

25年が経過した現在にあって、 「脳の情報を読み解き、コミュニケーションの活用

するブレイン・マシン ・ インタフェース」や「携帯 ll1llli11l隔操作アンドロイドとし

ての革新的通信メディア」 などは、 設立当初からAT Rに求められてきた 「夢」

と「国民の理解」の両面を備えた未来価値をもっテーマだ。こうしたATRにし

かできない高いビジョンをもって、 科学と技術の新しい時代を切り開いていくこ

とを大いに期待したい。

● ュ=ークな研究組織としての特性を生かして

創立25周年おめでとうございます。 日本は世界に先駆けてグローバルな環境の下

での人口減少社会における様々な課題に直面しています。 これらの課題を解決す

る手段として、人の認知や行動に関する知見に基づくロボット技術とコミュニケ

ーションのバリアーを取り除くュニバーサルコミュニケーション技術などが必要

とされており、 これらの基盤技術の中核研究機関として、今後益々ATRの重要

性は高まります。 基盤研究機関というATRの役書 lJは一貫している一方、創立以

来の支援機関であったKT CからTA〇を経てN i c tなどへの変遷があったよ

うに、 今後も外部環競の変化に応じて研究支援獲得に適した形での情報発信が求

められます。 ATRは創設以来、活発な研究活動と適切な情報発信により、研究

の一貫性の堅持と支援確保の両立に概ね成功してきました。 今後もュニークな研

究組識としての特性を活かして優れた研究成果を生み出し続けられることを期待

しま一す-、。



● 未来型組織への生まれ変わりを

大阪城を見下ろすッインビル14階のAT Rの研究室でダイナミックデバイスの実

験を開始したのは早24年前。以降、光電波、環境適応通信、適応コミュニケーシ

ョンの3つの研究所で、 4人の所長が率いるプロジェク トに参加させていただい

た。 異なった専門を持つ多様な人材が集結して先駆的技術課題に取り組む研究文

化の面白さに惹かれ続けた。 その文化を経験した人の多くが現在、 国内外の企業

や大学で研究リーダとして活躍しており、 大きなソーシャルキャピタルとなって

いる。 内外の研究情勢が設立当時から激変した今、 A T  Rが新時代に適した企業

へと生まれ変わることが期待されている。 賢明な政策判断を支える技術評価業務

など、 独自の立場を活かす新しい事業にも挑戦してほしい。 さらに、 精華町光台

に「実家」を持ちながらも、最新のコミュニケーションメディアを活用し、グロ

ーバルに人材ネットワーク・活動拠点、を持つ、未来型の組識に生まれ変わること

を期待して止まない。

● 次の新しい発展のフェーズへ

1986年、京橋ツインビルでATRでの研究が始まった。国、産業界が一致団結し

て人材を供出し、 日本発の技術を創出する新たな研究所の船出だった。 関連分野

の著名研究者が勢揃いし、 夢と希望に満ちあふれていた。 私は1986年からの3年

の出向勤務の後、再度、2000年から室長、所長として音声翻訳の研究を担当した

世界中から参画した多くの仲間との研究成果は、 数々の世界的な研究成果となり、

世界初の携帯電話を用いたネットワーク型音声翻訳商用サービスに繋がった。 こ

の間、 多くの研究者が世界から集り、 そして世界に広がっていった。 この研究者

ネ ッ ト ヮークは世界に冠たるAT Rの成果の一つであり我々の財産である。 A T

Rでは超基礎研究からシステム研究、 起業まで幅広い活動が可能だ。 必要とする

自由な制度、支援体制が整つている。最近、仕分け論議が喧しい。 A T R は こ れ

までいろいろな壁を乗越えてきた。 今回の25周年記念をきっかけとして仕分け論

議を越えた本質的な議論が高まり、 次の新しい発展のフェーズに入ることを心よ

り望む。

● 既存分野を超え、 新しい科学技術の創成を

情報化時代の後にはロボット化時代が来る。ただ、それは映画やァニメで見るよ

うな、 ヒューマノイドやァンドロイドが街を闊歩する時代がすぐに来るのではな

く、徐々に情報技術とロボット技術が融合し、気が付けばいろんなところでロボ

ット技術が使われているというようなものだろう。我々はそのような情報技術と

ロボット技術の融合を先導し、 常に新しい科学技術を提案しなければならない。

この新しい科学・技術の創成には、芸術や哲学が重要である。本来、芸術に再現

性を持たせたのが技術であり、 新しい技術は芸術的センスによって生まれる。 そ

して、 その芸術的活動を支えるのが哲学的考察である。 情報化やロボット化によ

って社会がさらに変化していく今後は、 哲学的思考や芸術的活動を通して、 変化

する人間や人間社会の本質を提えっつ、 それらを基に既存分野を超えた領域で真

に新しい科学技術を創成しっづけなければならない。
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一 般 の 皆 さ ま は 、  ど ん な 未 来 を 思 い 描 き 、  その未来を実現するために

A T  R が ど ん な 研 究 を す る こ と を 期 待 さ れ て い る の で し ょ う か ?

オー プ ン ハ ウ ス と ウ ェ ブ サ イ ト に て お 寄 せ い た だ い た 多 く の メ ッ セ ー ジ の

一部をご紹介いたします。

Meur'o Sc i

Robotics

Wireless

4 4
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_ '85 ' 86 ' 87 '88 '89 '90 '91 ' 92 '93 '94 '95 ' 96 ' 97 '98 '99 '00

会 長

社 長

副社長

< 花村仁八郎 > < 北岡 隆 > < ｫ

日裏康弘 > < 三浦 一郎 一

一 ・1l・l T l f i・-1liil 、_
、 口 l- l='''l】二 ・ 、

副社長

取締役相談役

< 葉原耕平 > < 酒井保良一
一 く 、:l, < >ｫ

日向方齋 > 宇 野  収 < 川 上 哲 郎→ 新宮康男 <

取締役相談役 < 真藤 恒 > < 山ロ開生 > <

取締役相談役_ '01 '02 '03 '04 '05 '06 '07 '08 '09 '10

会 長 一 荒木 浩 > < 谷口一郎 > ;自言谷信日召

> < 畚野信義 >< 平 田 康 夫 一

一 東 洪利 >

社 長

副社長

副社長

取締役相談役

取締役相談役

>o 畚 野 信 義

一 秋 山 喜 久 > < 下妻 博 一

一 宮 津 純一郎 x 山田隆持 > <  宇治則孝 一

取締役相談役
< >

三浦一郎

氏 名 授 与 日 業 績

川 人  光 男

脳科学において理論と実験を組み合わせ、 小脳に、 身体の一部、 道具、 他人の

脳などの機能をまねる神経回路が学習によって獲得されるという 「小脳内部モ

デル理論」を提案し、ヒトの非侵襲脳活動計測などを通じて実証しました。

2 0 0 4 年 4 月  1 日

山 本  誠 一

大規模コーパスと機械学習に基づくコーパスベース音声翻訳方式を提ロ昌し、音

声翻訳技術の多言語化および広範囲なドメイン(話題)への拡張を可能とする

音声翻訳技術の研究開発と研究プログラムを推進しました。

2 0 0 5 年 3 月 2 9 日

デイビス・ピーター

ダイナミクス制御理論を他に先駆けて通信分野に適用し、 理論と実験、 基礎科

学と工学を相互に関連づける研究手法による実践的なアプローチを確立し、 新

しい種類の通信システムやネットヮークの開発・実用化への道筋を切り開きました。

2 0 0 6 年 3 月 1 0 日

中 村  哲

要素技術を進展させ、従来のルールベースからコーパスベースへの音声翻訳手

法全体に渡るパラダイムシフトを実現し、携帯電話で利用可能な日英、 日中多

言語音声翻訳システムを世界で初めて開発することに成功しました。

2 0 0 8 年 3 月  7 日

萩 田  紀 博

従来のロボッ トの概念を拡張し、 単体ではできない対話能力とロボッ ト サ ー ビ

ス を 提 供 す る 新 し い 枠 組 み 「 ネ ッ ト ワ ー ク ロ ボ ッ ト 」 技 術 を 提 案 し 、 研 究 プ ロ

ジェクト、学会活動や標準化活動を通じ、 この技術を推進しました。

2 0 0 9 年 2 月 2 7 日

石 黒  浩

日常活動型ロボッ ト の 研 究 に よ り 人 と ロ ボ ッ  ト の イ ン タ ラ ク シ ョ ン に 着 目  した

研究分野を世界に先駆け開拓し、 遠 隔 操 作 型 ア ン ド ロ イ ド を 用 い て ロ ボ ッ ト の

姿形が人に与える影響に関する研究「アンドロイドサイェンス」を立ち上げました。

2 0 1 0 年 1 月 2 7 日
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一学会発表の推移
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数
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世界の主な23研究機関と連携し研究を推進しています。
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一口 件数と主な賞(2001年̃)

年度 件数
主な賞

受賞日 表彰元・賞名 氏 名 対 象

2001 16

2001/04/18

2001/05/11

2001/09/19

文部科学省文部科学大臣賞

フランス共和国

フランス国家功労勲章オフイシェ

電子情報通信学会フェロー

中 津 良 平

葉 原 耕 平

中 津 良 平

感情による対話の可能なコンピュータスステムの開発

テレコム分野での長年にわたるフランスとの友好的な
関係樹立

音声認識シスアムの研究実用化と非言語情報処理
の先駆的研究

2002 10

2002/09/20

2003/01/25

日本神経回路学会 研究賞

I n t e r n a t i o n a l s y m p o s i u m  on ArtificialLife and
Robotics(AROB)
AROB Academic Achievement Award

大 須 理 英 子
David W.Franklin

下 原 勝 意

中枢神経は最適なインピーダンスを学習し巧みに不

安定な環境を安定化させる

人工生命とロボティックス分野での優れた研究活動

2003 13
2004/01/01

2004/01/01

IEEEフェロー

IEEEフェロー

山 本 誠 -

大 平 孝

Leadership in the deve1opment of spokenlanguage
communication systems

Contributions to variable microwave signa1
processing circuits and antennas

2004 16

2004/09/09

2004/09/09

2005/03/28

電子情報通信学会フェロー

電子情報通信学会フェロー

電子情報通信学会
エレクトロニクスソサイェティ賞

山 本 誠 -

川 人 光 男

大 平 孝

音声言語処理技術の研究開発の貢献

計算論的神経科学の発展とその応用

衛星搭載用ウェファスケールGaAsMMICの開発

2005 28

2005/06/01

2005/09/09

2005/11/07

情報通信月間推進協議会

志田林三郎賞

電子情報通信学会フェロー

Scientific American
The Scientific American50 for2005

川 人 光 男

萩 田 紀 博

神 谷 之 康

脳科学分野の発展、 情報通信技術への応用への先

駆的成果

文字認識の先駆的研究とメディア情報に関する教育
指導の貢献

Researchleaders in neuralimaging Decoding the
visualand subjective contents ofthe human brain

2006 23

2006/04/18

2007/01/29

2007/03/02

文部科学大臣

若手科学者賞

朝日新聞社・財団法人朝日新聞文化財団
朝日賞

日本学術振興会賞

角 康 之

川 人 光 男

銅 谷 賢 治

情報学分野における実世界インタラクション支援の
研究

小月l11内部モデル理論の提案・検証と人型ロボットによ
る脳機能の解明

脳の回路と分子機構への計算論的アプローチ

2007

2007/08/24

2007/11/14

2007/11/15

2007/11/22

内閣総理大臣 「ものづくり日本大賞」優秀賞

モバイル・コミュニケーション・ファンド

ドコモ・モバイル・サイェンス賞 優秀賞
先端技術部門

Asia Pacific NeuralNetwork Assembly
APNNA Outstanding Achievement Award

日本エリクソン株式会社

エリクソン・ヤング・サイェンティスト・アワード
2007

宮 下 敬 宏

中 村 哲

川 人 光 男

矢 野 - 人

ロボカップ世界大会3連覇ロボット「VisiON」の開発と
製品への実用化展開

音声翻訳システムの研究開発

Achievements in the research of NeuralNetworks

「時空間適応信号処理による無線通信システムの大
容量化に関する研究」

24

2008 28

2008/05/27

2008/06/04

2008/07/20

2008/09/20

電子情報通信学会
平成19年度電子情報通信学会功績賞

InternationalNeuralNetwork Society
The Gabor Award

The RoboCup Federation
Best Humanoid Award

日本心理学会
日 本心理学会国際賞奨励賞

平 田 康 夫

川 人 光 男

「TeamOsaka」
石 黒 浩
宮 下 敬 宏

今 水 寛

衛星通信の研究開発等における顕著な成果と学術
界及び産業界の発展への貢献

神経回路分野における工学的応用

ロボカップ世界大会2008ヒューマノイドロボットリーグ
総合優勝 「Team Osaka Teen-size」

道具を使うスキルの獲得と切り替えを可能にする
脳のメカニズム

2009 22

2009/06/01

2009/06/01

2010/03/11

情報通信月間 総務大臣表彰

情報通信月間推進協議会
志田林三郎賞

大川情報通信基金 大川賞

川 人 光 男

萩 田 紀 博

川 人 光 男

考えるだけでロボットを制御するブレイン・マシン・
インタフェースを世界で初めて開発

人型ロボットや環境センサなどが連携してサービスを
提供する「ネットワークロボット」技術を提案

脳の情報処理機構解明のための脳科学とロボット工
学を融合させた独創的な研究

2010

The4th ACM InternationalWorkshop on
ContextAwareness for SelfManaging Systems
Best Paper Award

米 澤 朋 子
山 添 大 丈
安 部 伸 治

ConversationalAttitudeaware BehavioralDesign
for Robot Assistant Combined with Video
Communication

Simulator platform that enables socialinteraction
simulationSIGVerse:SocioInte1liGenesis
simulator

2010/09/26

13
2010 IEEE/SICE InternationalSymposium on

System Integration
SII2010 Best PaperAward Finalist

2010/12/21 宮 下 敬 宏

2011年1月末現在
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A T R設立の翌年から研究成果の発表の場と して、 研究発表会 (2008年にオープンハウスに改名) を

毎年開催(*) しています。 第15回からの開催状況は次の通りです。

第15回 2002 . 11 . 7 (木) 8 ( 金 )
10月 知能ロボティクス研究所設置

C R Lけいはんな情報通信融合研究センター一般公開との連携開催

来場者数:1,235名

第16回 2003 . 11 . 6 (木)  7 ( 金 )
5月脳情報研究所設置

研究展望講演 川人脳情報研究所長 「 計 算 論 的 神 経 科 学 と ヒ ュ ー マ ノ イ ド ロ ボ ッ ト 」

来場者数:1 , 056名

第17回 2004 . 11 . 4 (木)  5 ( 金 )
4月波動工学研究所設置、11月ATRPromotions設立

関西文化学術研究都市「都市びらき10周年」

来場者数:1,077名

第18回 2005.11.10(木) -11 (金)
1月ATR-Robotics、 8月ATR-Lang、ATR-waves設立

関連会社による成果展開の展示開始

来場者数:1,220名

第19回 2006 .11 .9 (木) -10 (金)
4月認知情報科学研究所、 5月知識科学研究所設置

招待講演国立情報学研究所 東倉洋一副所長 「 I  c Tによる未来価値を求めて」

N I CT3グループ等研究発表会 共同開催

来場者数:907名

第20回 2007 .11 .1 (木) - 2 ( 金 )
特別講演 川人脳情報研究所長 「脳研究が拓く未来の情報通信」

一般来場者向け展示開始

N I CTけいはんな研究発表会 共同開催

来場者数:1,508名

第21回 2008 .11 .6 (木) - 8 ( 土 )
開催テーマ:情報通信が創る安心、安全社会

オープンハウスに改名し士曜日を含む3日間開催

N I C T オ ー プ ン ハ ウ ス 共 同 開 催

来場者数:2,209名

第22回 2009 .11 .6 (金)  - 7 ( 土 )
開 催 テ ー マ : 未 来 の 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の か た ち 」 の 創 出 を め ざ し て

けいはんな情報通信研究フェア開催開始

フェア基調講演 川人脳情報研究所長 「 脳 情 報 通 信 と ブ レ イ ン ・ マ シ ン ・ イ ン タ フ ェ ー ス 」

来場者数:1 ,763名

第23回 2010 .11 .5 (金) - 6 ( 土 )
開催テーマ:人と地球にやさしい未来を築く情報通信

脳活動イメージングセンタ10周年記念 中高校生向け講演と特別デモ開催

フェア基調講演 石黒知能ロボティクス研究所室長「ロボット技術による新しい情報通信メディアの実現」

来場者数:1 ,842名

*1988年は除く,  C R L : 郵 政 省 通 信 総 合 研 究 所 ,  N I C T :独立行政法人情報通信研究機構
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2002年7月 ドイッ ョハネス・ラウ大統領来訪

2003年6月 ノーべルコンファレンスにて招待講演(川人所長)

2005年6月 愛 ・ 地 球 博 「 プ ロ ト タ イ プ ロ ボ ッ ト 展 」 出 展

2007年10月 世界の100人の生きている天才に選出 (石黒室長)

2008年度 ジ ェ ミ ノ イ ド が 実 物 そ っ く り の ア ン ド ロ イ ド と し て

ギネス認定(石黒室長)

2008年5月 ロボカップ5連覇達成

2008年10月 ョ ル ダ ン ・ ハ シ ェ ミ ッ ト 王 国

ス マ イ ヤ ・ ビ ン ト ・ エ ル ・ ハ ツ サ ン 王 女 来 訪

2009年11月 高 レ ス ポ ン ス I  T S車車間通信システムによる

車両衝突防止屋外デモンストレーションの実施

2010年6月 日本科学未来館「ドラえもんの科学みらい展」 出展

2010年11月 平城遷都1300年祭『けいはんな学研都市発̃

「平城宮跡から未来が見える」展』出展

2006年5月 H 〇 N D A と A  T R が 脳 で ロ ボ ッ  トを操作する基礎技術の開発に成功

2007年7月 ネ ッ ト ワ ー ク ロ ボ ッ ト 技 術 に よ る シ ョ ツ ピ ン グ セ ン タ 一内を案内するロボットの実証実験開始

2007年10月 高 品 質 ・ 高 レ ス ポ ン ス な 無 線 メ ッ シ ュ ネ ッ ト ワーク技術の開発

2007年11月 N T Tドコモ携帯電話向け日英音声翻訳サービスを開始 ( A  T R 、  ATR-Trek)

2008月1月 サルの脳活動により制御されるロボットの二足歩行実験に成功(JST-ICORP参画)

2008年3月 「超」多言語(18言語)のテキスト翻訳システムを開発、携帯電話で無償で公開

2008年7月 ドライバーの運転技能を客観的に評価するシステムの実用化

2008年12月 脳から知覚映像を読み出す ̃ ヒ  トの脳活動パターンから見ている画像の再構成に成功̃

2009年3月 H 〇  N D A 、  A T  R 、  島津製作所が共同で考えるだけでロボットを制御するBM I技術を開発

2009年9月 世界初の回転角速度依存信号が検出できる半導体レーザ ジ ャ イ ロ チ ッ プ 開 発

2009年12月 多地点で様々なタイプのロボットが連携する高齢者生活支援実験の開始

2010年4 , 8 月  新型遠隔操作型アンドロイド「Gemino idTMF」、「Telenoid TMR1」を開発

2010年11月 大型商業施設内でのュビキタスサービス体験の実証実験実施

* * * * *
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自動翻訳電話研究所
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第llフェーズ
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▲ ▲
「けいはんな学研部市」に 天皇-皇后両陛下

本研究所開所 ご視察

▲
秋篠宮-同女己両殿下

ご視察

▲
自動翻訳システムASURA開発

▲
自動翻訳電話3力国国際共同実験-e - ' _ _--

▲
力ナダ コップス副首相
ご視察

l
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展
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究
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音声翻訳通信研究所

▲ ▲
脳活動イメー ジングセンター ATR1社体制に移1J

設立 KTCファンディング

● スキー ム終了

▲
多言語音声翻訳システム

ATR-MATR I Xを開発

▲
C-STAR多言語音声

翻訳国際共同実験

▲
日英50万文対訳
コ パス完成

音声言語通信
研究所

視聴覚機構研究所

▲
ラバチュ工 タを用いた

筋肉口ボットを開発

▲ ▲ ▲
画像の特徴抽出 ・ 口ポットア ムによる ヒトと同じ柔らかさ、30自由度を

復元シミュレ ション 見まね学習でのけん玉を実践 持つたヒュ マノイド口ボットを開発

▲ 』 ( J ST ERAT0其同研究)

MRによる発話観測 - 1

・ l'ai
l l a a

国 二 l
人間情報通信研究所

▲
小脳に記憶機能、

月凶に獲得された

「わざ」を解明
(JST-ERAT0共同研究)

先端情報科学
研究部

▲
非接角l1型視線検出装置の開発

通信システム研究所

▲
臨場感通信3地点問実験システム開発 ・ 評価

▲
M C&MUSEを開発(二ユ一口べビー )

▲
ト キングアイを開発

▲
日常活動型口ボット

「Robovie」を
開発 ・ 販売開始_
' nf 前

l

知能映像通信研究所

▲
日常会話型口ボット

「Robovle-」を開発

神
j l

▲
光字由通信国際ワ クショツプ(lWOSC90)を開催

▲
マイク口波集積回路

(MM I C)を開発

光電波通信研究所

▲▲
横型接合面発光レ ザ を 開 発 ミ リ 波 用 多 層 M M I Cを開発

▲ ▲
光カオス信号発生器を開発 ▲ カオスミラー を開発

-- ' ' ' ----

_1l:_ i iL f ' .

DBFアダプティプ

アレー アンテナを開発

▲ ▲
工スパァンテナを開発指向性アンテナを使つた

環境適応通信研究所

アドホック無線通信実験

▲
マイク口オリガミ技術

を開発

l '

1'◆; '1111、、
,, lilj .j



TA0

▲
方向探知機の

実言正実験を実施

第lllフェーズ

2003 2004

▲ ▲
ドイツラウ大続領 川人所長、

ご視察 ノ べルコンファレンスにて招待言養演

▲
日中50万文
対訳コ パス完成

音声言語コミュニケーション研究所

▲
ワイアレス言圧センサ による
電動車ネ可子制御技術を開発

▲
多言語連続音声認識システム

ATRASR開発

▲
波形合成型高性能音声合成システム

X MERA開発

▲

脳情報研究所

Sll「iil l

第lVフェーズ

2006 2007 2008 2009

▲ ▲ ▲
N I CTとの連携強化 文部科学省の脳科学研究 ATRけいはんな開所

戦略推進プログラムの 20周年記念式典を開催

▲
携帯端末を用し1た日中音声

翻訳システムを開発

一,動 '

到達運動生成の違いを
月、図'機能計測実験により解日lE

▲
ヒトが見ているものを
月凶画像により解読

BM研究中核1 i11点に;採択

▲
音声翻訳基盤技術のアジア共同研究

::]ンソ シアムASTAR設立

o 要

' =.1l-
:理l1:

'l''l='l'=-=_
▲

携帯電話による世界初

日英音声翻訳サー ビス開始

▲
脳で口ポットを操作する

基礎技術を開発
(HON[)A共同研究)

▲
「音声認識 ・ 翻訳技術」、

「臨場感通信技術」に

関する研究をN I C Tに承継

▲
超多言語のテキスト
翻訳システムを開発

▲
サルの大脳皮質活動により

制御される口ボットの二足歩行

実験に成功(JST-CORP共同研究)

h
a

l:1i . .

マルチファンド化

第Vフェーズ

20l0

▲
2総合研究所体制に改組

▲
N I CT、大阪大学との

月凶 青報通信融合研究

キックオフ

▲ 球
゛,、 , 、 i

ヒトの脳活動バタ ン 一、

から見ている画像の , 一
再構成に成功 j一 -,lr' i _

▲
考えるだけで口ボットを

制御できるBM技術を開発
(HONDA、島津製作所共同研究)

a ▲3次元情報を持つ

顔デ タベ スを開発

人間情報科学研究所

メディア情報科学研究所

▲
普及版日常活動型口ボット

「Robovie-R」、「Robovie-M」を

適応コミュニケーショ ン研究所

ネ ッ トヮーク情報一 l ▲ ▲ 発声の自然さを評価する手法を開発

研究所 月 子  S l!;超要場; ▲- ヨン 香り提示による運転中の覚醒効果を検証
l研究に参画 (富士重工業共同研究)

認知情報科学研究所

▲ ▲ し ▲
時系列分割で発生できる香り提示装置を開発 1'' - . 医療現場などでの, l l 刑 無 如 自 hn:商 F白' __ ___ 、. ___
▲

口ボ力ツプ世界大会で

優勝した口ポット

▲
実在人間型口ボット

「ジェミノイドHl-l」開発

▲
CGキャラクタ 発言舌

アニメー ション制作支援

「AniFace」を実用化

▲
多地点での口ボット連携による

開発 ・ 販売 「Robovie-v」の販売 ▲ ▲ ▲ 高齢者生活支援実験を開始

融

空 l ッョツピンクセンタ で 口ボットと視線検出を -a

口ボビー による案内実験 組み合わせた l二- 遠隔操作型アンド口イド

重 的 選 広告メディアの実証実験 、 「ジェミノイドF」、_ ? t1 _ ? - . a 「テレノイド」を開発

“ l 觀 田 _- 「初の実物そっくりなアンド口イド」が u
知能口ポティクス研究所 l 發 : _ ギネス世界記録2oo8に認定 ' lj1

▲
送信しないで秘密鍵を共有する

無 線 、1語信装置を開発

▲
2次元マイク口

キャビティレー ザを開発

▲
指向性アンテナを使つた

lTS車章間通信実験

システムを開発

波動工学研究所

▲ ▲ ▲
高信頼マルチホップ 高品質無線メッシュネット 衝突防止用高レスポンス
情報配信システム 実現技術を開発 章章間通信システムを開発

(UbiView)を開発 ▲
ユビキタスlTS公開実験、
コグニティプ無線通信公開実験

▲ ▲
半導体レー ザー による 空間軸上周波数 〇
S-FOGの機能を実証 有効利用技術を開発 , ,,

▲
超高速ギガビット無線LANを開発 u

回転角速度依存信号が

検出できる半導体レー ザ

ジャイ口チップを開発

▲
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編集後記

皆様に25周年記念誌をお屆けしま'す一。

精はATR創立後25年間の資料集ではありません。 A T R と い う あ

る意味での「奇跡」がどのような趣旨で設立され、その後25年の間どの

ような思いに支えられてきたのかを改めて正しく理解し、 未来のAT R の

姿を日期系者の皆様、先輩、現役、一般の方々とともに考え、時代を越えて

受け継いでいくための架け橋となることを日指しました。 本誌において、

少しでもこのような思いが達成できていれば望外の喜びです。

最後にお忙しい中、 ご寄稿頂いた皆様に編集者を代表しこの場を借りて

厚く御礼申し上げます。本当に有難うございました。

編集委員長

編 集 委 員

鈴 木 博 之

阪 田 正 和

柴 田 達 雄

辰已真起子

野 間 久 美 子

速 水 悦 子

平 田 美 英 子

深 谷 拓 吾

福 森 え い 子

藤 村 智 子

宮 坂 朋 宏

村 上 恵 子

安 井 久 恵

(編集委員長:鈴木博之)
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